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日本薬局方に見られたサリチル酸製剤の変遷

山田光男事

Studies on the transitions of salicylic acid and it's 

preparations in Japanese Pharmacopoeia 

(1)は じめに

周知のように薬局方は，医薬関係者にその

時代の代表的医薬品と各地共通の医薬名称を

知らせ，またこれら医薬品の品質，強度，純

度を規整して医療の万全を期するために，国

が制定した法律とも言えるものである 1)

明治19年(1886)に日本薬局方(以下「日局

1Jと略)が初めて公布されてから 9回の

改正と多数の追補ならびに 2回の国民医薬品

集の公布を経て，昭和56年(1981)4月第十改

正日本薬局方(以下「日局10Jと略)が公布

された.1"日局 1J2)には468品目， 1"日局lOJ3)

には第一部539品目，第二部477品目の医薬品

が収載されているが，それぞれの版の収載医

薬品は上述のようにその時代に繁用されてい

る主要医薬品が取上げられているので，医薬

品の進歩，変遷に従って薬局方の改正ごとに，

収載品目の追補および削除が行われて来た.

「日局 1Jから「日局lOJまでの 10版の各

薬局方には，多数の品目が登場しあるいは消

滅していったが，1"日局 1Jから「日局 lOJ

まで継続して収載されている薬品は97品目に

過ぎな¥，，4)，5). これらの品目は見方を変えれ

ば，初版以来およそ 100年近くの間，公定書

に収載され続けた主要な基礎的医薬品とも言

えよう.この97品目の中にその薬効，薬理作

用に新しい知見が得られて最近著しく注目さ

$日本薬史学会
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れ見直されているものとしてサリチル酸製剤

がある.

そこで薬学の進歩と医薬品の発展に伴って

日本薬局方に見られたサリチル酸製剤の変遷

について検索した.

(2)明治初期の医薬事情

寛永13年(1636)幕府が鎖国令を発して海外

との交流を遮断してから，我が国では和漢薬

が主として用いられて来たが， 1800年過ぎに

なると西欧での薬学の進歩による新医薬品す

なわち洋薬が長崎 ・オランダ商館を通じて紹

介され，当時の医療の担い手であった漢方医

も次第にその効果に関心をもっ様になった白.

安政5年(1858)日米通商条約の締結を契機

に海外に門戸が聞かれ欧米からの洋薬輸入が

盛んになった.また開国によって我が国の

医 ・薬学の立遅れの甚しいことを知った明治

政府は，西洋(ドイツ)医学の採用を決め，

医学校の開設，海外留学生派遣などを推進し

たので，和漢薬から洋薬への移行傾向は益々

強まった.当時の輸入洋薬の主要品目は次の

通りである7)，8>，9>. 

1. 生薬

規那皮，吐根， ヂギタリス.

2. 有効成分

モルヒネ，ストリキニーネ，アトロピ



ン，サントニン，キニーネ.

3. 製剤

苦扇桃水，苦扇桃油，ラウリル水，

4. 有機薬品

サリチル酸，エーテル，クロロホルム，

抱水クロラール.

5. 無機薬品

沃度加里，プロム曹達，プロム加里，

甘京， 昇宋.

大阪薬種卸仲買組合が明治12年(1879)に調

査した資料によると輸入有機薬品と して上記

サリチル酸などのほかに石炭酸，グリセリン

などがあった10)

このように急噌する洋楽輸入は，横浜，神

戸，長崎などの限られた外国商館によって行

われたので，品質の確保あるいは価格の操作

などは彼らの自由になっていた.一方我が国

の薬業家は和漢薬には馴染んでいたが，洋薬

鑑別の技術水準を持合せていなかったので，

これらの結果として洋薬市場での価格暴騰，

あるいは贋薬 ・不良薬品の横行などが目にあ

まるようになった山.

かねてからこの取締りの必要性を痛感して

いた文部省医務局はその対策として明治6年

(1873)に 「薬剤取締之方法」を立案し，翌7

年には輸入薬品の試験場として東京 ・日本橋

馬喰町に司薬場を設置した.引続いて翌8年

に京都(翌年廃止)，大阪，明治9年(1876)に

は横浜，長崎に司薬場を開設し，ここに日本

の近代薬事制度の確立が贋造 ・不良薬品の取

締りからその第一歩を踏み出す事となった.

(3) 日本薬局方の制定

薬品検査機関としての司薬場の設置と併行

して文部省医務局は，明治7年(1874)に「医

制」を公布し山，その第62条で「薬舗ニハ精

微ノ秤量器及ピ日本薬局方中，薬品純精ナ

ルモノヲ選ンテ之ヲ備へ歓亡アラシムベカラ

ズ」と定めた. ここに「日本薬局方」という

名称が薬事法制上に初めて登場したのであ

る.

当時は未だ日本薬局方が制定されていなか

( 64) 

ったので，司薬場の薬品試験担当者は検査ご

とに多くの苦労を重ねていた.例えばオラン

ダ製品の試験の場合はオランダ薬局方， ドイ

ツ製品の場合はドイツ薬局方を基準とするな

どの繁雑さを避けられなかった.また製薬業

者は各国の薬局方規格に適するように製造す

るため，同名の医薬品でも品質が異なり，文

成分が同じでも名称が異なるなどの現象がお

こって市場混乱を助長させた.一例を上げる

と，沃度鉄舎利別(ヨード鉄シロップ)のヨ

ード鉄の含量が，オランダ薬局方では20%，

ドイツ薬局方5%，イ ギリス薬局方5.676%，

アメリカ薬局方9.5%，フランス薬局方0.5%

で，オランダとフランスではその含量の規定

に40倍もの差があ り，不良医薬品の入り込む

隙が多分にあった山.

我が国の衛生行政は明治8年(1875)に文部

省医務局から内務省衛生局に移管され，同年

長奥専斎衛生局長は司薬場監督のオランダ人

ゲールツ(A.J. C. Geerts)およびドワルス

(B. W. Dwars)に日本薬局方草案の作成を

依頼した凶，15)• 明治13年 (1880)に太政官か

ら薬局方編纂が承認されたので中央衛生会に

内外人からなる大規模な編纂体制が敷かれ，

オランダ，アメリカ， ドイツ薬局方などを参

考として，日本の薬制として初めての薬局方

創作と L、う大事業が始った 当時既刊の欧米

薬局方の主なものは次の通りである.

オランダ薬局方第2版 (1871) 

ドイツ薬局方第2版 (1882) 

アメリカ薬局方第7版 (1882) 

イギリス薬局方第3版 (1885) 

フランス薬局方第4版 (1884) 

凡そ 5年間の苦労を重ねて日本薬局方が完成

し，明治19年(1886)官報894号で公布された.

この薬局方は発行年代で世界で第21位，東洋

において初めての固定薬局方であった山.

この編纂に当って上述の欧米薬局方の中で

特にドイツ，アメリカ両薬局方が活用された.

これは当時の市場にその規格に一致する薬品

が多かったことを反映しており，洋薬輸入港

の横浜で当時“くすりアメリカ，医者ドイツ"



という俗諺が流行したと言われるが，これは

明治政府が漢方医学に代えてドイツ医学を採

用したにも拘わらず，日本開国のきっかけを

作ったアメリカの通商力が強く，輸入洋薬の

中でアメリ カ系の医薬品が幅を利かせていた

事が分る.l'日局 1jに収載された品目を便

宜上分類すると次の通りである 17>

分類 品目数

有機化合物 63 品目

無機化合物 89 1/ 

植 物界 77 1/ 

動 物界 8 1/ 

脂 油類 51 1/ 

製 剤 180 H 

総計 468 品目

(4)サリチル酸製剤lの日本薬局方収載

薬局方収載の基準は，その薬品が収載され

るその時点において，

1. 繁用されていること

2. 薬効が明らかで，治療上重要であるこ

と

3. 治療上必要で使用時に危険を伴う恐れ

があるので，規格を作成する必要があ

ること

4. 製剤原料として使用されること

などが条件となる凶.

サリチル酸製剤は既述の様に輸入洋薬と し

て開国当時すでに使用されていたが， l'日局

1j編纂に当って下表の 4品目が収載され

Tこ.

これらはオランダ語読みで命名され，上か

らそれぞれサリシール酸，サリシール酸ナ ト

リウ ム，サリシール酸フィゾスチグミン，サ

リシンと呼ばれた.当時の医薬品市場でこれ

ら4製剤の薬効が認められ，あるいは広く使

用されていた一つの証拠とも言え よう.

サリチル酸は解熱剤として古くギリシャ時

代から使用されていたヤナギ属植物 (Salix)

の苦味成分と して1830年に結晶型で抽出され，

1876年(明治 9年)に Reissらによって関節リ

ウマチの鎮痛解熱に卓効のあること が発見さ

れた19) 初め防腐剤として登場したサリチル

酸がこの発見によって有用な医薬品として再

認識され，欧米においてそのナトリウム塩と

共に秀れた解熱，鎮痛，消炎用の医薬品とし

て使用される様になり，当時のドイツ，イギ

リス，ア メリカなどの薬局方に収載されるよ

うになった(後述).

「日局 1jに収載されたサ リチル酸の規格

は次の通りであるわ. (但し原文は縦書き)

撒里矢爾酸 (原文の櫨)

撒里矢爾酸ハ白色紙状ノ結晶或ハ軽終結晶粉

ヲ為シ其味甘酸ニシテ梢々苛練ナリ大約百六

十度ノ熱ニ逢フテ溶融シ白金板上ニ熱灼ス レ

ハ固性物ヲ残留セスシテ揮散スヘシ

本品ハ冷水ニ溶ヶ難ク (1: 540)熱湯酒精或

ハ依的児ニ溶解、ン易、ン其水溶液ノ、酸性ノ反応

ヲ徴シ過格魯児化鉄ニ由テ紫董色ヲ呈スヘシ

其純亜爾箇保繭飽和溶液ヲ自然ニ蒸散セシム

レハ白色尖鋭ノ結晶塊ヲ残留スヘシ

本品ヲ酒精大約十分ニ溶解シ少量ノ硝酸ヲ和

シテ後一二滴ノ硝酸銀溶液ヲ加フルモ溜濁ヲ

起ス可カラス又本品ハ全ク或ハ殆ト染色セス

シテ硫酸に溶解スヘシ

以上が「日局 1jに収載された当時のサリ

チル酸の規格であり ，分子量の記載は無く ，

各種理化学測定機器を用いた現在の様な規定

は無い.一方これらの定性試験に用いる試薬，

規定液なども「日局 ljで初めて規定された

ものが多かったので，日本薬局方に基づいて

薬、 '" ロロ 名 薬局方 収載名 ラテン語名

サリチノレ酸 | 撒里矢爾酸

サリチノレ酸ナトリウム l 撒皇矢爾酸那篤儲護

サリチノレ酸フィゾスチグミン | 撒里矢爾酸比蘇斯知屈密浬

サリシン |撒里聖

( 65 ) 

Acidum Salicylicum 

Natrii Salicylas 

Physostigmini Salicylas 

Salicinum 



の薬品試験が軌道に乗る迄には多くの困難が

伴った事と思われる.

(5)サリチル酸製剤と欧米薬局方

日本薬局方の創成に当って欧米薬局方を参

考にした事は既述の通りである.当時の欧米

薬局方へのサリチル酸製剤の収載状況を見る

と次表の通りである.

(欧米薬局方)サリチノレ酸製剤収載状況

収載医薬品名 1;メリ|ピイ jギリ
主薬局主局元|主薬局

o I 0 I 0 サリチノレ酸

0

0

0

0

0
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酸
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レ
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わ
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ア

滑

酸

酸

酸

酸
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レ

レ

レ

レ
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ノ

ノ
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ン

リ
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サ
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次サリチノレ酸蒼鉛

O 

O 

(注) 上表はアメリカ薬局方第8版 (1900)20)， ド
イツ薬局方第3版 (1891)21)， イギリス薬局方
第 4版 (1898)22)を参考とした.

この表を見ると「日局 1jの収載品目の選

定に当って，当時の医薬品市場の流通状況と

あわせて多分にアメ リカ薬局方を参考にした

事が窺える.サリチル酸の規格についてアメ

リカ薬局方第8版(1900)と「日局 1jの記載

事項を比較すると次の通りである.色，結晶

形など外観の規定はほぼ同一であるが，アメ

リカ薬局方では臭いについて厳しい規制を定

めており ，1""日局 1jにはこの規格が無い.

これはアメリカ薬局方にサリチル酸が石炭酸

から合成されると明記しであるので，不純物

としてのフェノ ール混入を厳しく規制する規

格と考えられる.

次にサリチル酸の分子量について言うと，

アメリカ薬局方第8版には137.01と記載され

0

0

0

 

O 

O 

ているが「日局 1jにはその記載が無い.ま

た熔融点については「日局 1jでは「大約

160度で溶融」と規定しているが， アメリカ

薬局方では1""156.C(312. 8・F)で熔け始め，

15TC (314. 6・F)で完全に熔融する.更に熱灼

すれば 0.6%以上の固性残留物を残すこと無

く揮散する」と温度を木目細かく規定してい

る.この規格の差は，当時の測定機器あるい

は試験技術など薬学水準の格差によるものと

思われる.また欧米先進各国の薬局方の規格

の厳しさは言い替えれば，それらの国で流通

する医薬品の品質の高さを示すものとも言え

よう.

(6)日本薬局方の改正

明治19年(1886)公布された「日局 1jはそ

の編纂開始から完成までに長期間を要した為

に，この聞に医 ・薬学が目醒しく進歩した.

まずこ初版の編纂委員が内外人からなっていた

為，草案作成に当って日本語とドイツ語が用

いられた結果，その内容に繁簡のバランスが

とれないなど改正の必要性が強く認められた，

又規格が余りに厳重を極めた為に薬局方の適

格品が入手し難い様な場合が起ったり したの

で2へ政府は日本人だけの委員を任命して改

正に着手し明治24年(1891)に「改正日本薬局

方j(以下「日局 2jと略)を公布した.

この改正の後，日本薬局方は我が国の医 ・

薬学および医薬品の進歩と併行して8回の改

正が行われ，収載品目の追加 ・削除，新試験

法の採用など，常に公定基準書と して高い水

準を保持しながら昭和56年(1981)公布の「日

局10jに至っている.この第二改正版以降の

改正概要を，第七改正以後は薬局方第二部と

して組込まれた国民医薬品集も加えて次に表

示する 24)司拘 .

(7) 1""日局 2j以降収載の

サリチル酸製剤の変遷

「日局 1jに収載されたサリチル酸製剤は，

サ リチル酸ほか 3品目であったが，その後の

薬学の発展に伴ってその医薬品としての重要

性は次第に増大し， 薬局方の改正毎にサリチ

( 66 ) 



日本薬局方改正概要

版 名 公 布 期 日 !収載品目数| 特 長

明24520 | 4ぬ | 国産生薬を広く収載，記載事項を製法，性質，実性反応，
(1891) "'"J I 試験，用法，貯法と順序化.

改正
日本薬局方

第三改正
日本薬局方

明39.7.2 ，，̂" I 漢字の西洋薬口名をカナ書きに変えた.化学的集成の確定
(19附 703 I したものは化事記号，分子盆を記載.

第四改正
日本薬局方

大9.12. 15 "'0"' I第 l次大戦の経験で外国生薬を削除し国産品をふやす.
(19205

U 

686 I 分極試験，沸騰点の検定法などを規定

昭7.6.25 "'~" I政府が国産品を奨励し 医薬学も著しく進歩したので国産
(1932) 657 I 医薬引続き増加.比重:滅菌法などを規定

第五改正
日本薬局方

昭23.9.1 ~1" I第2次大戦後 アメリカの NationalFormularyに準じて，
(1948) 517 I 旧公定医薬品¥旧公定処方で集成.

初版
国民医薬品集

昭26.3.1 "，." I前回から18年ぶりの大改正 USPXIVを参考 に 確 認 試
(1951) 634 I 験法，発熱物質試験法なと・犬鉱大.

第六改正
日本薬局方

昭30.3. 15 I ，，，，， I 外国公定書 IP.BP. USP. NFの繁用薬を殆んど収iIi. .t 繁
(19555

U 

476 用生薬と100種ゐ配合薬も.
第二改正
国民医薬品集

第七改正
日本楽局方

昭36.4.1 ① 763 I 改正薬事法で公定書の一本化と収載基準が定められ第一，
(1961) ② 464 I 二部制定さる.赤外吸収スベクトノレ測定法など追加.

昭46.4.1 ① 735 I 一般試験法に炎色反応試験，薄層クロマト法，ガスクロマ
(1971) ② 396 I ト法，ピタミンA定量法，鉱油試験法追加，

第八改正
日本薬局方

昭51.4. 1 ① 531 I 構造式は立体配位を考慮し記載，吸光度比法，原子吸光光
(1976) ② 515 I 度法，輸液用ゴム栓試験法追加.

第九改正
日本薬局方

第十改正 | 昭56.4.1 ① 539 I アンモニウム試験法，重量偏差試験法，液体クロマ トグラ
日本薬局方 (1981) ② 477 I フ法，含量均一性試験法など追加.

(注) 第七改正以降の品回数欄の①，②は，第一部，第二部を示す.第三改正日本薬局方以降をそれぞれ

「日局 3j，18局 4j， 1日局 5j，… 「日局10jと略す.

ル酸製剤の収載品目が増加した.

便宜上現行の「日局lOJを基準と して， こ

れ迄継続収載されている品目を分類 して示す.

1. r日局 lJから「日局 10Jまで継続収

載 されている品目

サリチル酸，サリチル酸ナトリウ ム，

サリチル酸フィゾスチグミン

2. r日局 3，4Jか ら「日局10Jまで継続

収載されている品目

アセチルサリチル酸(アスピリン)，

アセチルサリチル酸錠(アスピリン

錠)

3. r日局 5Jから「日局lOJまで継続収

載されている品目

サリチル酸メ チル，サリチル酸精

4. r日局 6Jから「日局lOJまで継続収

載されている品目

パラアミノサリチル酸カルシウム

( 67) 

(パスカルシ ウム)，パラアミノ サリ

チル酸カルシウム頼位 (パスカル、ン

ウム頼粒)，サ リチル酸 ・カーボン

軟 膏，複方サ リチル酸精，複方サリ

チル酸メチノレ精，サ リチル酸紳創膏，

サリチル ・石炭酸軟膏，サリ チル ・

ミョウパン散， トウガラシサ リチノレ

酸精

5. r日局 8Jから「日局lOJまで継続 収

載されている品目

アスピリンアノレミニウム， クロラ ー

ル ・サリチル酸精，複方チアントー

ル ・サリチル酸液， ヨード・サリチ

ル酸 ・フェノール精，アスピリン ・

フェナセチン ・カフェイン散，複方

アスピリン ・フェナセチン ・カフェ

イン散，イオウ ・サリチル酸・チア

ントール軟膏



例えば

解熱剤 1号(アスピリン)，解熱剤 7号(ア

スピ リン，フェナセチン)，皮膚剤22号(サ

リチル酸， ヨードチンキ，安息香酸ほか)，

鎮淳剤3号 (サリ チル酸メチル，カンフル

ほか)，サリチル酸ナトリウム注射液

などがその品目であった.これらの中で昭和

30年(1955)公布された第二改正国民医薬品集

には5品目のみが継続収載されたが，その後

薬局方第二部に移行するのと併行して次第に

削除され，現行「日局lOJからは総て姿を消

した.

日本薬局方に見られるサリチル酸製剤の各

以上のように「日局10Jを基準として，サ

リチル酸製剤の収載品目の変遷を見た場合に，

その薬効からサリチル酸製剤が如何に広く用

いられているか分る.

なお国民医薬品集について触れると昭和35

年(1960)，薬事法の改正により従来の国民医

薬品集は日本薬局方第二部と見なすこととな

った.国民医薬品集は昭和23年(1948)薬事法

にもとずいてアメリカのNationalFormulary 

に準じて初版が公布されたもので，制定当時

は第2次大戦後の医薬品市場混乱期であった

がサリチル酸製剤は，旧公定処方医薬品を含

めて19品目が収載された.
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名

アセチノレサリチノレ駿(アスピリン)

アセチノレサリチノレ酸錠(アスピリン錠)

サリチノレ酸アミド

サリチノレ酸

サリチノレ酸ナトリウム

v 注射液

サリチノレ酸ナトリウム ・臭化カノレシウム ・
ブドウ踏注射液

サリチノレ酸ナトリウムテオプロミン

サリチノレ酸フィゾスチグミン(エゼリン)

サリチノレ酸フェニノレ

チメロサーノレ

パラアミノサ リチノレ酸カノレシウム

" 穎粒

M 錠

パラアミノサリチノレ酸ナトリウム

グ 錠

注射用パラアミ ノサリチノレ酸ナトリウム

亜鉛華サリチノレ駿軟膏

アセチノレサリチノレ酸マグネシア散

複方クロラーノレサリチノレ酸精

サリチロサリチノレ酸(サザピリン)

サリチノレ酸カーボン軟膏:

サリチノレ酸コロジオン

サリチノレ酸精

複方サリチル酸精

サリチノレ酸ナトリウムカフェイン

複方サリチノレ酸ナトリウム水

サリチノレ酸ナトリウムブドウ糖注射液

サリチノレ酸カルシウムブドウ糖注射液

サリチノレ酸カルシウム注射液

サリチノレ酸メチル

複方サリチノレ酸メチノレ精

( 68 ) 
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33 サリチノレ酸幹創膏 [ 6 J [ 7 J [ 8 J [ 9 i [10J 

34 サリチノレ石炭酸軟膏 [ 6 J [ 7 J [ 8 J [ 9 J [10J 

35 サリチノレタノレク散 (3)(4) 5 6 [7] 

36 複方サリチノレタ ノレク散 [6J[7] 

37 サリチノレミョウバン散 [6 J[ 7 J[ 8 J[ 9 J[lOJ 

38 次サリチノレ酸ビスマス(蒼鉛) (2)(3)(4)(5)(6)[7J[8J 

39 " 注射液 (6)[7][8J 

40 トウガラシサリチノレ酸精 [6 J[7 J[ 8 J[ 9 J[10J 

41 ホノレマリンサリチノレ酸精 [6J[7][8J[9J 

42 複方ヨードサリチノレ酸精 [6J[7] 

43 サリチノレ酸アンチピリン 3 4 5 6 

44 サリチノレ酸ガーゼ 3 4 5 

45 サリチノレ酸カノレシウム 6 

46 サリチノレ酸水銀 2 3 4 5 6 

47 サリチノレ酸ナトリウム錠 3 4 5 

48 サリチノL酸綿 3 4 5 

49 サリシン(撒里聖) 1 

50 アスピリンアノレミニウム 8 9 10 

51 サリチル酸カノレシウムテオブロミン 5 6 7 8 

52 " 錠 [6J 7 8 

53 サリチル酸フェニノレジメチノレピラツ定ロ 5 
ン

54 苦味サリチノレ駿ナトリウム水 [8J[9J 

55 クロラーノレサリチノレ酸精 [8 J[ 9 J[lOJ 

56 サリチノレ酸石鹸硬膏(ピック膏) 4 5 (6)[7][8J[9J 

57 複方チアントーノレサリチノレ菌室液 [ 8 J [ 9 J [lOJ 

58 ヨートサリチノレ酸プェ ノーノレ精 [ 8 J [ 9 J [10J 

59 アスピリン・フェナセチン ・カ フェイン散 [8J[9J[lOJ 

60 複方アスピリン ・フェナセチン ・カフェ [8 J[ 9 J[10J 
イン散

61 イオウ ・サリチノレ酸チアント ール軟膏 [8J[9J[lOJ 

62 スチルベストロ ーノレサリチノレ酸軟膏 [8J 

63 解熱剤 l号(アスピリン) 国

64 解熱剤7号(アスピ リン ・ブェナセチン) " 
65 解熱 ・鋲痛剤2号(アスピリン ・カフェ 。

イン)

66 鎮痛剤 3号(サリチル酸ナトリウム) " 
67 皮膚剤 3号(サリチノレ酸) " 
68 皮膚剤19号(サリチノレ酸メチノレ) " 
69 皮膚剤22号(サリチノレ酸ヨ ードチンキ) " 
70 阪臭剤 1号(サリチノレ酸ミョウバン) " 
71 肢臭剤2号(サリチノL酸ホノレマリン) " 
72 鋲淳剤 3号 (サリチノレ酸メチノレ・カンフ " ノレ

73 I 吸出膏(サリチノレ酸) " 
注 1. 薬品名は「臼局 7J収載名を基準とした.

2.国は初版国民医薬品集収載を示す加.

3. [6 Jは第 2改正国民医薬品集収載を示す25)

4. [7 J以降の[ Jは第二部収載を示す.

5. ( )は名称変更を示す.

6. 日本薬局方は， 2)， 3)， 16)， 27~34) を 参照した .

( 69 ) 



版ごとの収載の変遷は前表の通りである.

(8) I日局 lj及び 「日局10jにおける

サリチル酸試験規格の比較

前述の様にサリチル酸は明治19年(1886)に

「日局 ljに収載されてから現在まで約100年

近 く医薬品あるいはその原料として重要な地

位を占めて来た.この聞の薬品分析方法など

を含めての薬学の進歩を測る一法と して，

「日局 1jと「日局lOjにおいてサリチル酸

の試験規格を比較した.

「日局 1jの「撒里矢爾酸」の項に分子量

の記載が無い事は既に述べたが，分子量は

「日局 3jから記載され「日局lOjで138.12 

と記されている.明治初期の薬局方編纂当時

どの様な経緯でサリチル酸の化学記号，分子

量が記載されなかったのか興味ある所であ

る.

熔融点については「日局 1jでは約 160度

とされていたが， I 日局lOj では 158~1610 で

熔融と規定し，熔融の温度範囲を精確に定め

である.強熱残分については「日局 1jでは

「白金板上ニテ熱灼シ固性物ヲ残留セスシテ

揮散スヘシ」と厳しいが， I日局lOjでは0.05

%以下 (1g)と数量的に規定し 「日局 1j左

比べて実際的であ る.塩化第二鉄試液を用い

る確認試験法は I日局 1jと「日局 10jは

u. S. P. VIII 

COOH 

構 3、ε旦と 式 υJム¥ハ…口

分 子 金 137.01 

soluble 

~ (1: 308) 

殆んど変っていない.、

「日局 1jに無かった試験項目と しては，

純度試験，乾燥減量，定量法の規定がある.

サリチル酸の製造工程，精製の操作中に混入

の恐れのある塩化物，硫酸塩，重金属，硫酸

呈色物などを検査する目的で純度試験法が規

格化された.またフェノールフタレイン試液

を指示薬とする水酸化ナトリウム滴定定量法

も「日局 1jには無い.乾燥減量の項では，

0.5%以下 (2g，シリカゲ、ル 3時間)と規

定されている.

以上で分る様に明治19年以来の薬品分析技

術の進歩は，より高純度の医薬品の提供を可

能と し， 薬学の進歩と共に日本薬局方に記載

される試験法，規格がより精確化されたと言

えよう.

同様の比較をアメリカ薬局方第 8版(1900)

と第四版(1975)35九第20版(1980)36)で行った.

アメリカ薬局方は80年閣に12回の改正を重ね

て，下表の様な規格の変選があった.この詳

細については別の機会に触れたい.

(9)考察

サリチル酸製剤は今日でもその薬効から見

て重要な医薬品の一つであり ，その歴史は非

常に長い.我が国の洋薬の輸入が急増した明

治初期から，その主要洋薬のーっと してサリ

。OH

138.12 

XIX 

アルコール(1: 2)， 2O'C (77・F)

slightly soluble 

水，ベンゼン

freely soluble Solubility 絶対アルコ ーノレ，エーテノレ，ク
俗、~

解
ロロホノレム

渉r，騰水 (1: 14) 

very soluble 

沸騰アルコーノレ

Melting range I 156'C~日7'C (山口~314. 6'F) 

( 70 ) 

アルコ ーノレ，エーテノレ

sparingly soluble 

クロロホノレム

xxでは Solubilityの記載は無
くなった.

1580~161。



チル酸が重要な位置を占めて来た事は既述の

通りである.

明治19年(1886)公布された日本薬局方から

昭和56年(1981)公布の現行「日局10Jまで，

多数のサリチル酸製剤が継続して収載されて

来た.その剤型としては例えば，アスピリン，

パスカルシウムの様な誘導体型，あるいはサ

リチル石炭酸軟膏，ヨー ドサリチル酸フェノ

ール精の様な配合剤型で、初版以来医薬品とし

て重要な位置を占めて来た.勿論薬学の進歩

により薬局方の改正毎に，品目の追加，削除

はあったが，サリチル酸製剤の重要性は一貫

して変っていないと言えよう .

収載サ リチル酸製剤を化学構造的に分類す

ると

(1)アセチルサリチル酸 (アスピリン)の

様にサリチル酸の骨格が主体となるも

の.

(2)サリチル酸フィ ゾスチグミンの様に，

アルカロイドとの塩を作る為の有機酸

のーっと して利用されるもの.

(3)サリチル酸が製剤配合成分の主薬のー

っと して利用されるもの.

と考え られるが， (2)については他に製剤的

に適当な無機酸，有機設がある事から，サリ

チル酸塩という剤型での医薬品の需要は減少

し， 何れ薬局方から削除される可能性が少く

ない.

サリチノレ酸を用途別に見ると，鎮痛剤，鎮

痛解熱剤，皮腐剤，鎮1草剤，肢臭剤などに分

類される.これはアセチルサ リチル酸，複方

アスピリン ・フェナセチン ・カフェイン散な

どの様に鎮痛， 解熱，抗炎症作用を期待する

ものと， 皮膚疾患の外局治療剤例えばサリチ

ノレ石炭酸軟膏などに大別される.サリチル酸

はこの様に主要薬効として

(1)中枢作用

(2)角質溶解作用

を持ち，これらの薬効に よってサリ チル酸製

剤が日本薬局方に収載されて以来，約 100年

近い変遷を経て， 今日も医薬品として重要な

治療地位を占めている大きな理由と言えよう .

最近サ リチル酸製剤の薬理作用の機序につ
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いて新知見3わが得られ，今後の用途開発に対

しても有用な示唆が与えられており ，今後の

研究展開が大いに期待される.

(10)結語

医薬品としてのサリチル酸製剤の変選を日

本薬局方を中心に検索した.

サリチル酸は， 初版日本薬局方に収載され

てから今日に至る迄，重要医薬品あるいは製

剤原料として広く利用されているが，これは

サリ チル酸が持つ中枢，局所の二作用を中心

としたものであり ，今後の研究展開によって

新しい薬理，薬効領域の開発も大いに期待出

来るものと言え よう .
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Summary 

Salicylic acid， which has two notable 

actions for stimulating nerve center and 

dissolving horny tissue， is very important 

medicine as well as pharmaceutical raw 

material. From the viewpoint of chemical 

structure， salicylic acid preparations are 

classified into three types as follow， 

(1) The derivatives of salicylic acid， as 

acetylsalicy1ic acid. 

(2) The organic acid which makes aslt 

with alkaloid as physostigmine. 

(3) The main composition in mix pre・

parations， as “Emplastrum adhesivm salicy-

latum." 

Four salicylic acid preparations had been 

published in Japanese Pharmacopoeia Ed.1 

(J. P. 1. 1886.)， and now， after many tran-

sitions， twenty-three salicylic acid prepara-

tions appear in J. P. X. 1981. These tran-

sitions were studied in detail. 

From now on， too， salicylic acid prepa-

rations are expected to increase their use 

in therapeutical field by further research 

and development in future. 
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藤原薬子の毒(薬古代毒物考)

宮崎正夫事

The Poison took by Kusuko Huziwara. 

(Concerning antique poisons.) 

平安初期の大同 5年 (810)9月，平城上皇は
〈すこ なかなり

愛人の藤原薬子とその兄の仲成に勧められて，
ちょうそ

重『作を謀られ兵を挙げるが，朝延側の周到機

敏な処置にあって，もろくも敗れ，上皇は落

髪され，薬子は毒を仰いで死に，叛乱はあっ

けなく終る.これが世にいう「薬子の変」で

ある.

ではこの時，薬子が飲んで死んだという毒

薬は一体何んであったか，ということについ

て私の推論を述べてゆきたい.

藤原薬子は系図(図 1)によれば，藤原式
あわ

家の種継の娘で，彼女の外祖父と思われる粟
たみちまる なし、や〈し

田道麿U は，内薬司(うちく すりのつかさ)2) 
なや〈のすけ

の次官である内薬佑という役をしていたこと

があり，薬子は薬と関係のある家系に生れて

いる.

またその名前も薬に関係がある.昔，宮中
〈す

では正月に屠蘇3)を祝う時，未婚の少女を薬

子4) またはくすりことして選び，この少女に

まず屠蘇を毒味させた後，天皇に差し上げる

仕来になっていた.藤原薬子もその名前から

して， 幼い時にこの薬子の役をしたものと思

われる.

さて，図 1の系図で名前を枠で囲んだ吉子

夫人，伊珠親王5) 薬子の 3人は毒薬を飲ん

で自殺をした人達で、ある.

ではこの時代には，どんな毒薬があったの

であろうか.

*松山赤十字病院薬学部
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Masaoお1IYAZAKI*

養老律6) の賊盗律第七にある毒薬僚(図 2)

に，謂.以鵡毒冶菖烏頭附子之類.堪以殺人

者.即ち「謂う .鵡毒，冶菖，烏頭，附子之

類.以て人を殺すに堪えるものを以ってす」

とある.だが烏頭はトリカブトの母根で附子

はその子根(娘根)であるから，両者は同じ

ものである.とすると，当時は鳩毒，冶葛，

烏頭の 3種類の毒薬があったものと考えられ

る.つまり，薬子はこの 3つの毒薬のうちの，

どれか 1つを飲んで自殺したものと思う .

それでは鳩毒から述べる.鳩は中国南部の

山奥に棲んでいて，蛇を好んで食べるという

鳥である. 李時珍は人が誤って この肉を食べ

ると，たちどころに死ぬ.また菅は鴻毛で毒

酒を作って鴻酒と名づけたが，近頃では一向

に作らないわ. と書いている. 少しマユツパ

ものの毒薬だが，山崎幹夫氏は鳩毒は実際は

冶墓かトリカブトか， あるいは耽素であった

と思われるが，印度あたりからの伝承の鳥が

だぶって，毒蛇を喰う毒鳥のイメージが出来，

日本へも招来されたものと思われるへ と述

べておられる.現在のところ鵡毒の正体は分

っていない.

冶葛は中国の南部(雲南・広東方面)，ビ‘ル

マ，印度，スマトラに産する胡蔓草 Gelse・

mium elegans BENTHAMの根で胡満蛮と呼

ばれているものである.

原植物は「中薬大辞典」には胡蔓藤とあり，
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常緑藤本，枝光滑，葉対生とある.

関西為人先生の「胡満謹ノ研究J9)の第五

回報告によると， 胡満謡の生薬 3kgから帯

褐黄色の無品形粉末 2gを得て，これを仮に

フマニン CHumanin)と命名した10) とある.

生薬のフマニン含有率は約0.07%である.

トリカ プ ト(烏頭)の生薬は産地や季節に

よって変動があるが，アルカロ イド として

o. 2~1. 2%11)含有しているから，仮に 0.5%

の含有率とする.

また胡満韮の成分である塩酸フマ ニンのマ

ウスに対する毒性は，皮下注射で最少致死量

は o.75 mg/kgI2
)であ り，烏頭のそれは(ア

コニ チンと してのマウスに対する皮下注射で

の致死量)は 0.5mg/kgI3
)である.
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以上のデータから冶葛(胡満蜜)と烏頭の

毒性を比較対照してみると表 1のようになる.

計算の結果，烏頭の致死量は冶葛の約 1/10

量になる. 烏頭の致死量 を 2~4g 凶とすれ

ば，冶葛の致死量は 21~42g にもなる.

もし， 万ーの覚悟のために毒薬を身につけ

ているとしたら，少い量の方がなにかと都合

が良くはないだろうか.それに冶葛は外国産

(中国)であるから，こんな毒物は多量に輸入

されていなかったものと考える.因に正倉院

に残存する冶葛の量は 390g1日である，

表 l

よ~I 替の成始 | 説昼間|鶴子 (生 生薬の致死量

0.07% 10.5 21~42 g 
(胡満彊) (7 (7 x 1. 5) 

0.5% 0.5mg0/) kg 1.0 2~4g 
(附子)

本烏頭の生薬 19の毒性は冶葛の生薬の 10.5gに相当する

( 74 ) 



図 4

という.

では烏頭はどうであろうか.藤原薬子が飲

んだ毒薬として充分な条件を満足させてくれ

るであろうか.
にた とおり

「出雲風土記」の仁多の郡に附子と いう文
おう

字が見え，それにわざわざ附子とふりがなが

うってある.何故に附子をおうというのか解

釈に苦しんだが， I本草和名」に烏頭・烏唆・

天雄 ・附子 ・側子 己上五種和名於宇とあっ

た.附子の漢薬名はたくさんあるが，我国の

古代の和名は於字であり ，我々の先祖は附子

も烏頭もみな一緒にしておうと呼んでいたも

のと思う.

延喜式山の典薬寮の項に諸国進年料雑薬と

いうのがある.これは平安時代に諸国から年

々進貢してきた薬の名とその数量を記載した

ものである.その中より附子を進貢している

国をあげてみると，図3のよ うに14カ国あっ

た.駿河国は附子を 2斗献上している.唐の

量17)では 1斗が今の 1升 3合ほどになる.武

蔵 ・常陸の両国は 1餅からの附子を献上して

いる.南海道の伊議国からも 2斗もの附子が

献上されている.この図から日本の古代には

各地で烏頭が多量に採取されていたこ とがわ

かる.

六国史の 1つである 「日本後紀」の巻第廿

の弘仁元年 (810)9月に，知衆悪之帰己， 遂

仰薬而死 (衆悪の己に帰するを知り，遂に薬

を仰ぎて死す)とか，悪行之首藤原薬子など

典
薬
寮

延
喜
式
巻
第
三
十
七

諸
国
進
年
料
雑
薬

駿

河

国

附

子

二

斗

相

模

国

附

子

一

斗

八

升

武
蔵
国
烏
頭
一
餅
二
斗

・
附
子
八
斗

上

総

国

附

子

八

斗

下
総

国

附

子

大

五

升

常

陸

国

附

子

一

餅

近

江

国

天

雄

・

烏

頭

各

六

升

美
濃

国

附

子

大

八

升

信

濃

園

附

子

三

斗

上

野

国

附

子

四

斗

下
野
国
鳥
頭
二
斗
・
附
子
四
斗

陸

奥

国

附

子

百

廿

斤

越

中

国

附

子

三

斗

伊

議

国

附

子

二

斗

図 5

( 75 ) 

東
海
道

東
海
道

東
海
道

東
海
道

東
海
道

東
海
道

日

東
山
道

l

東
山
道

東
山
道

東
山
道

東
山
道

東
山
道

北
陸
道

南
海
道



の文字が見えるが，薬子の死ぬ2年前の大同

3年(808)に， I平城天皇山は古伝の失するを

憂いたまい，命を国造・県主・稲置・別首，

または諸国大小神社，または民間の名族・旧

家等に下して，その伝来するところの薬方を

徴集し， 自筆法貨 .会晶玉音等をして之を選

出類家せしめ，大同類緊方百巻を選ばしめた

まう. 是に於て古の遺方復た世に現われた

り.J19)だが大同類家方は現在散侠して伝わっ

ていない.

平城天皇は御自分が病身山であられたせい

か，このように医薬に多大な関心を持ってお

られたと察せられる.その愛人であり，薬に
くすりこ

関係のある家系に生れ，少女の頃に薬子の役

をした薬子である.彼女は平城天皇の命であ

る大同類家方の編集には協力的であり，諸国

から寄せられてくる資料に興味を持ち，その

薬方，薬物を研究し，薬学の知識を深め女子

薬剤師の大先輩になったものと考える.

また伊政親王の疑獄事件(大同 2年 ・807)

に関与していた薬子は，親王とその母吉子夫

人が毒を飲んで自殺した事をよく承知してい

た.そこで，あるいは，この事件の毒薬が薬

子の白殺のヒントになったのではないかとも

考えられる.

以上のことより，私は藤原薬子が飲んで自

殺をした毒薬は烏頭ではなかったかと推論す

る次第である.

結論

烏頭は養老律中の毒薬の 1つで，古代には

我国の各地で多量に採取されていた.薬子は

薬物の知識が豊富で，彼女の地位21)からすれ

ば烏頭の入手は容易であったと思われる.ま

た，烏頭はその毒性が非常に強烈で少量で死

に至らしめる.ということで， 薬子はこの烏

頭によって，心臓麻痔または呼吸中枢麻痔に

よって死亡したものと考えられる.
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註

1) 粟国道麿:藤原種継の子息である仲成の母

は「尊卑分脈」によると，参議 ・栗田道麿の女

(娘)とある.道麿は正勲三等を授けられた高官

だが，宝字5年 (761)頃の官人歴名には，内薬佑

兼とあるから(吉川弘文館「日本古代人名辞典」

第 1巻，116頁)，その頃はまだ低い身分の役人で

あった 仲成と薬子はその親しい関係からして，

同母の兄妹ではなかったかと推測すると，道麿は

薬子の外祖父ということになる.また，薬子の変

の時，イ中成は47歳で射殺されているので，薬子が

自殺した年齢は40歳か40歳を少し過ぎた頃ではな

かったかと考える.

2) 内薬司:ウチクスリノツカサとも読む.典

薬寮は宮内省に属するが，内薬司は中務省に属し，

宮廷の医事を掌る.職員は職員令によると，内薬
かみ すけ

正 1人(正六位上)，佑1人(従七位下)，令吏 1人，

侍医4人，薬生10人，以下回告.内薬正は内薬司の

長官で医師が任ぜられ，至尊に薬香を供奉し，御

薬を合和する事を掌る.この他，内薬正は医疾令

の規定によりて，御薬を供奉する時，必ずまず事

前に毒味をなし，また御薬を合和する時にも中務

省の吏僚と共に立会う事になっている.大宝の令

制，始めて之を定む.寛平8年 (896)典薬寮に合

併す〔国史大辞典(吉川弘文館)，奈良時代医学の

研究(服部敏良)よりJ.

3) 屠蘇:i国謬本草網目」の第7冊291頁に，

屠蘇酒赤オt，桂心七銭五分，防風一両，援護五

銭，局椴，桔梗，大賞五銭七分，烏頭二銭五分，

赤小豆十四粒とあり烏頭が処方されている.物の

本によると，屠蘇が宮中の御儀式に始めて用いら

れたのはl嵯峨天皇の弘仁年中である，と書いてあ

るが，藤原薬子という名が実証しているように，

実際はそれ以前より行われていたと思う.嵯峨天

皇は年中行事に非常に関心の深かった天皇で-あっ

たから，在位中に，それまで慣例であった屠蘇の

儀式を正式に宮中の儀式として定められたのであ

ろう.

4) 薬子:大正2年発行の吉川弘文館の国史大

辞典の屠蘇と薬子の項の所に，元日四方拝の後，
てんや〈のかネ ぴや〈さん

御歯固を供し，次いで典薬頭，屠蘇及び百散(三
どしよ うさん

献には度障散)を献すまず薬子に飲ましめたる

後，主上関召し給う.菜子は屠蘇酒を嘗め試むる

童女〔日本年中行事辞典(角川書広)，年中行事辞



典 (東京堂出版)には，薬子と称する妙齢の処女

がまず毒見を行L、，とある〕をいう .これは童女

の行末の長さにあやかり給う窓に出づるという ，

とある.なお，藤原薬子というのは彼女の本名で

はなく ，それは彼女の役からきた名であると思う.

古代の女性は本名の分っている人は少なし夫や

父の役職などで代用されて呼ばれているものが多

い.尊卑分脈によると藤原薬子は2人いる.1人

は本稿の薬子で他の 1人は彼女の叔母，つまり父

種継の妹にあたる人である.枕草子 151の「えせ

者の所を得るおり (つまらぬ者のはばをきかせる
eわんざん 〈すりこ

時)Jに，元三の薬子もその中に数えられている

が，それは本稿の薬子よりも約200年も後の清少

納言の頃の話で，藤原薬子の時代には渠芋は貴族

の娘の名誉な役で、はなかったかと考える.髪を
あげます

総角に結い童子装束で，元互の屠蘇を試みるわが

娘の晴姿に貴族の父母は大満足をしたのではなか

ろうか.薬子の母である粟国道麿の娘は，自分は

身分が低くてなれなかったこの役を娘に希望した

のではなかったかとも考えられる.

5) 伊珠親王・「水鏡」の第五十二代平城天皇

(平成天皇は51代だが，水鏡には神功皇后が15代

になっているので l代ずれている)の大同2年11
なかっかさ@ょういよのしんのう

月に，r中務卿伊奥親王，御門を傾け奉らんとば

かり奉る，といふ事問えて，母の夫人ともに，河

原寺の北なり し所に箆められ給へりしに，みづか

ら毒を食ひてうせ給ひにき」とあり，はっきり毒

という文字が記されている.

6) 養老律:養老2年 (718)藤原不比等らが編

纂を開始，天平宝字元年 (757)藤原仲麻呂の提案

で施行された.律 ・令各10巻の法典.大宝律令と

ほとんど同文.中世に律は大半散逸したが，今日，

唐律から内容が推定でき，令は大半が令義解など

の注釈書の本文と して残る(広辞苑より ). 

7) 国謀本草網目第十一冊 394頁.

8) 筆者が本稿を整理していた時， 山崎幹夫先

生 (千葉大学生物活性研究所教授)より参考にす

るようにと門脇禎二氏の「薬子の乱の史的位置」

(寧楽史苑 10号)という文献を送って戴いた.そ

の時の私宛の手紙の中に，先生の鳩毒についての

お考えが書いてあった.それをお借りした.その

詳細は杉山 ・山崎共著「毒の文化史J194~201頁

を参照.

9) 日本薬学会第 101年会(熊本)の薬史学部

会で筆者が本稿を発表した時，木村雄四郎先生よ

り拐満葺の文献の御教示を戴いた.それがこの岡

( 77) 

西為人先生の「胡満議ノ研究J(満洲醤学雑誌)

である.第 l回報告より第5回報告まである.

10)岡西為人:満洲歯学雑誌，19， 5， 864， 1933. 

11)刈米達夫，木村雄四郎:最新和漢薬用植物，

306頁.

12)岡西為人:満洲密学雑誌，19， 5， 869， 1933. 

13)今井治郎 Aconitinの薬理学的及び毒物

学的研究，附子の研究(文献篤)111頁.

14)高橋真太郎:附子の研究(文献篇)106頁の，

烏頭属植物アノレカロ イドの薬理綜説によると，致

死量は個人的偏差が甚しく ，欧州の例ではレウヰ

ン(L.Lewin)はアコニット根 (A.Nape¥lus)の

乾燥根の 2~4 g を内服する事によって起ると言

っているが，11 gを用いても而も蘇生した者もい

る.またアコ ニチンでは 4mgで死んだ例もあれ

ば 12mgを用いて而も蘇生した者もいる， とあ

るところから，筆者は烏頭の致死量の目安として

一応 2~4 g と したのである.

15)木島正夫:冶1;t，正倉院薬物，314頁.

16)延喜式.弘仁式，貞観式の後を承けて編修

された律令の施行細則.平安初期の禁中の年中儀

式や制度などの事を漢文で記す.50巻.延喜 5年

(905)藤原時平 ・紀長谷雄 ・三善清行らが勅を受

け，時平の没後，忠平が業を継ぎ，延長5年(927)

撰進.康保4年 (967)施行(広辞苑より). 

17)唐の量:我国の平安時代は中国の王朝であ

る唐 (618~907) の度量衡を用いていたものと思

うが (国謀本草綱目第十五冊47頁 1斗は今の 1
えき

升3合)，江戸末期の考古学者である狩谷被斎は

1斗は今の 3升 9合 7勺としている(同上，49頁).

また彼は日本の古量は唐量より五倍の桝が使用さ

れたと論じている(向上，47瓦註).いずれにして

も現代の量よりは少量である.
みしよう ひらじ n

18)平城天皇:愛媛県南宇和郡御荘町平城に四
へいじ主うざんかんじ

国八十八カ所の第四十番札所である平城山観自
ざいむ

在寺がある.この寺は平城天皇の勅願所と して，

弘法大師によって大同2年 (807)に関創されたも

ので，本尊は薬師如来である.寺の境内には平城

天皇の遺髪塚である五輪塔がある(図 4，5). 
へいぜい

平城天皇との因縁からか，観自在寺の山号は平城
ぎん ひらじ よう

山であり，住所も御荘町平城である.薬子の変後

も平滅上皇は平城宮(奈良)に住んでおられたが，

弘仁12年 (821)に弘法大師に瀧頂を授けられ，天

長元年 (824)7月7日崩御された.宝算51歳であ

った.

19)富土川証書:日本箆学史，50頁，出典は日本



後紀の大同3年 5月の僚である.
あしきわざおぴと

20)橋本義彦:I悪行の首 ・藤原薬子J(歴史読

本，昭和57年9月号， 95頁)に，平城天皇は皇太
きわら

子のとき，早良親王の怨霊に悩まされ「風病」に

かかったというが，それが伊予親王事件を機に再

発したのであろうか，不眠不食の症状をていして

いた，とある.風病とは富士川滋(日本醤学史，

98， 134頁)によると，風気の人に中たるに因り

て生ず・・・・・・中枢神経系統の疾患たるや・・・・・・主に脳

神経の疾病を指すものなることは平安時代の風病

と異ならず，とあり，現在のノイローゼか操ウツ

病に近かい心身症であろう.この風病が原因で天

( 78 ) 

皇は譲位されるのである.日本後紀の大同4年4

月に天皇自従去春寝膳不安，遂禅位於皇太弟とか，

加以朕射元来風病勿苦身体不安などの文字が見え，

不眠，食欲不振などの精神不安定の症状をきたし

ていることが分る.元来，神経質な方であったの

であろう.

21)薬子の地位:尚持(ないしのかみ)・正三位

である.尚侍は寄中女官の最高の官名である.そ

れに薬子は平城天皇の愛人として絶大な権力を持

っていた.五位や六位の典薬頭や内薬正など問題

ではなく，烏頭の入手は容易なことであったと思

う.



薬史学雑誌

17(2)， 79--86 (1982) 

へールツ先生没後 100周年の回想

根本曽代子

Recollections of a century after Dr.A.J.C. Geerts's death. 

薬事衛生開発の功労者

オランダの薬学者，ア ントン・ヨハネス・

コルネリス ・へールツAntonJohannes Cor-

nelis Geertsが明治16年(1883)8月30日，横

浜で40歳の生涯を閉じてから昭和58年(1983)

は，まさに 100周年に当たる.

明治2年(1869)，政府の招きでお雇い外国

人教師の先がけとして来日してから，ゲール

ツと呼び慣らされてきたが，本来オランダ語

の発音では“へールツ"が正しいので，没後

100周年を機に書き改めることにした.

異国の真撃な篤学者を支えた内助の日本人

妻と 6人の幼い娘に万併の涙と心を残し，そ

れが渡日の遠大な夢であづた日本研究を志半

ばで逝った無念の心境は察するに余りある.

しかし，すでに鋭い史限に映じた日本観や

広範な材料収集に基づく著書や研究論文は多

数に上り，日本研究者としての名声はヨーロ

ッパに聞えていた.それにも増して，近代日

本の出発点に，不可欠の条件である薬事衛生

の進歩に率先して誠実な努力を惜しまず，基

礎固めに少なからず寄与した業績は不滅の光

を放って後世に語り継がれるであろう.

明治初期，政府が薬学の領域に招いた外国

人教師は，他の分野に比べると少なく，任期

も例外のへールツに関しては後述するが，明

治5年(1862)から同18年(1885)の聞に日本に

在留した薬学関係者は次の顔ぶれで，へール

ツを加えると 8名である.カッコ内の数字は

滞日勤務年数である.

(79 ) 

Soyoko NEMOTO 

東京医学校(東大医学部の前身)付属病院

薬局薬剤師ドイツ人ニーウエルト (3年)，東

京医学校製薬学本科(東大薬学部の前身)教

頭ドイツ人ランカ勺レト (6年)，同教師ドイツ

人コルシェルト (3年)，東京司薬場(国立衛

生試験所の前身)教師ドイツ人マルチン (2

年半で満期後，東大製薬学科教師2年半勤務

で5年)， オランダ人プリュへ(3年)， 同エ

イクマン(長崎，東京司薬場を経て東大製薬

学科教頭の通算9年)，大阪司薬場教師オ ラ

ンダ人ドワルス(3年)らである.

上記の任期と対比すると，へールツの滞日

期聞は14年に及び最長である.その任地は長

崎を振り出しに，東京，京都から東京に戻り，

最後の横浜が終駕の地となった.長崎医学校

時代，その非凡な識見が長奥専斎校長の信頼

を得て，その後の彼の人生に大きくプラスし

た.長興校長が政府の要路に抜擢された時，

へールツを登用してその適切な助言に耳を傾



けた.彼もまた長輿衛生局長の期待にこたえ

て，緒についたばかりの衛生行政の基礎づく

りに全力を傾注した.長輿局長は5歳下のへ

ールツの死を深く悼み，その手厚い礼遇は遺

族の上にもさしのべられた.

日本研究志向の背景

へールツは1843年(天保14年)3月24日，オ

ランダの首都アムステルダムの北方約50km

の海岸に近いオウデンデイ クの町の薬業家に

生まれた.父のJ.H.へールツは言語学者と

して名があり，彼の勤勉な科学者としての素

質は，父の感化に負うところが多いという.

父はまた息子の日本研究の理解者であった.

成長してユトレヒト大学の薬学科に学び，

卓抜した学才は注目の的であった.特にオラ

ンダ化学界の権威， G.J.ムルダー教授に嘱

望された.卒業して陸軍薬剤官となり，ユ卜

レヒトの陸軍軍医学校の化学教官に任命され

た.就任早々，教科用の「定性 ・定量分析書」

を著わし，秀才ぶりを発揮した 時に21歳で

あった.

機敏で誠実な青年薬剤官へールツは，医学

校の先輩教官にも評判がよく，後に陸軍衛生

部総監に昇進したA.W.M. vanハッセルト

に目をかけられていた.

へールツが未知の這かなる日本に強い牽引

カを覚えるようになったのは，滞日の経験の

ある先輩のJ.K. van denフ'ルク教授の影響

が大きかった. フツレクはかつて日蘭貿易のオ

ラン夕、商館医として，安政元年(1854)から安

政 4年(1857)まで長崎出島に駐留していた.

フ.ルクはオランダの有力な学術雑誌“Na-

tuurkunde"の編集員であったから.同誌に

載せたであろう長崎の印象記がへールツの共

感を誘ったと思われる.

江戸幕府は安政元年3月，欧米諸国の圧力

に屈して，神奈川で日米和親条約を締結し，

下回，箱館(函館)を開港したのに続いて，

英 ・露 ・蘭 ・仏とも和綴条約を結び， 220年

に及ぶ鎖国体制は崩れた.これに伴って幕府

が独占した日蘭貿易も自然、消滅する運命にあ

り，プルクは出島のオランダ商館最後の医師

( 80 ) 

の任務を果たした.

同時に幕府は緊急に海上防衛の重要性を迫

られ，安政2年(1855)長崎に海軍伝習所を設

置する守備態勢に即応して，諸藩の近代科学

への動きが活発になった.そうした時局を反

映して，医術 ・薬学に精通し，理化学に造詣

が深く，機械学の技術に長じるというプルク

はまさに時代の寵児で，独り舞台の縦横の活

躍を演じることになった.

長崎奉行は率先して，通詞や医師らにフツレ

クの伝習を勧奨し，各藩からも人材が馳せ参

じて，プルクの指導を受けた.わが国の物

理 ・化学教育の創始といわれるが，薩摩藩の

製煉所，佐賀藩の製煉所，黒田藩の汽車の模

型運転の試みなど， フールクの指導によると伝

えられる.黒田藩の河野禎造がブルクより受

けた試薬表(ドイツの HeinrichRos巴著と

いう)を記述して「舎密便覧」と題し黒田侯

に献上した.侯は化学の進歩に寄与する有用

性を認めて刊行の労をとった.

フツレクは日本の英才たちに理化学の目を聞

かせ，産業の発達に寄与した充実感を胸に長

崎を去った.帰国後は前述のように陸軍軍医

学校教授に就任し， 日本での快適な追憶談は，

好奇心旺盛な青年教授へーノレツに， 日本研究

をライフワークとする意欲を駆り立たせた.

へールツは博物館で，長崎に駐在した商館

長や蘭医らの日本みやげのコレクションに

注目した.とりわけ元禄3年(1960)から 2年

間，長崎出島に蘭医として駐留したドイツ人

E. ケンベルが， ヨーロッパに日本を紹介し

た，精細を極める日本見聞録を熟読したとい

う.

長崎医学校への招請

へールツの渡日の願望が万里の波涛を越え

て通じたかのよう に， 日本政府の長崎医学校

予科教師招請の公文書がオランダ政府にもた

らされ，選ばれたへールツを有頂天にさせた.

本題に入る前に，話の筋道として，長崎医

学校の来歴について略述しておきたい.前に

触れたが，安政2年(1855)幕府は防衛上応急

に長崎にオランダ式の海軍伝習所を設置した.



これに伴って安政4年オランダから海軍2等

軍医 J.L.C.ポンベを招き，長崎に西洋医術

伝習所(現長崎大学医学部の起原)を開設し

て，幕府医官や各藩医らの指導に当たった.

ボンベは付属病院の併設を幕府に進言して容

れられ，文久元年(1861)小島郷に養生所と称

した洋式病院と医学所が建設された.

文久2年(1862)帰国したボンベに代って，

オランダ 1等軍医 A.F.ボードインが着任し

た.ボードインは翌文久3年，医学所に物

理 ・化学研究所の設置を長崎奉行に提議して

承認された.翌元治元年(1864)落成して，分

析窮理所と称した.オラン ターから陸軍軍医で

理化学士の K.W.ハラタマが来任して，理

化学と分析術を教えた.

慶応2年(1866)ボードインが任期を終えて，

オランダの軍医 C.G.マンスフェルトに交代

した.そのころ幕府直轄の医学所の内部は，

倒幕を旗じるしとする九州雄藩の学生との対

立が激化し，険悪な様相を呈していた.そし

てついに慶応3年(1867)10月，将軍徳川慶喜

が大政を奉還したため， 15代265年続いた徳

川幕府はあえない末路であった.

最悪の情報に動転した長崎奉行はじめ精得

館と称した医学所幹部の幕府医官らはいち早

く失践して，学内は混乱に陥った.事態収拾

に約80名の残留組が集会を聞き，満場一致で

大村藩医長輿専斎を統率者に推して平静を取

り戻した.

明治元年(1868)10月，精得館は新政府に接

収されて，長崎医学校と改称し，長奥専斎が

校長に就任した.長奥校長は教頭のマンスフ

ェルトと協議して学制を改革し，予科と本科

を区別して教科目を定め，規則を厳守させて

学内の整頓に努めた.

こうして長崎医学校は新体制の発足に当た

って，マンスフェルトが本科担任となった.

政府は予科で物理 ・化学を担当する適任者の

斡旋をオランダ、に申し入れた.年が明けて明

治2年(1869)2月， 日本政府の招請状を入手

した陸軍衛生部総督ハ ッセルトは，最適任の

へールツの意向を打診すると，即座に快諾し

たことは上述のとおりで，彼は26歳であった.
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長崎に着任して

へールツは思いがけない夢の実現に弾む心

を押えながら，準備万端と とのえ， 明治2年

(1869) 3月7日付で，オラン ダ国王から暫 く

日本政府の招きに応ずる許可を得て，母国を

あとにした.

7月 1日にあこがれの日本に上陸して， 長

崎医学校予科教師に着任した.物理，化学，

薬物，動物，植物，鉱物を受け持ち，本科担

任兼付属病院医師マンスフェルトと協力して，

教育の充実と規律整頓に努めた.誠実な勤務

と学才は長輿校長の期待に応えて信頼を得た.

明治4年(1871)7月，文部省が設置され，

文部少丞に任ぜられた長奥校長は11月，岩倉

具視を全権大使とする政府使節団に随行して，

欧米の医薬制度調査の途に上った.

へールツは本務の教育指導の余暇に， 念願

の日本研究の準備を進めた.しかし，万事不

慣れな異国の生活のなかで，実際には予想以

上の難事業であった. 彼は間もなく 長崎生ま

れの10歳下の山口きわ女と結婚して内助の力

に支えられたことは， 日本の風俗習慣になじ

み，日本研究の目的達成のために，最も賢明

な手段であった.

彼が日本研究のテーマに鉱物を選定したの

は，日本の動物，植物に関する研究は，すで

にツュンペリーやシーボルトの世界的著名な

文献があるので，比較的未開拓の鉱物部門に

注目した意図がうかがえる.

研究材料収集に先立って，日本語の習得を

痛感して，通訳の楢崎喜四郎について日本語

の勉強に力を入れた.それは会話だけでなく ，

漢文調の日本文を読み，習字の練習も怠らな

かった.彼の著述の特色は，仏文，英文，蘭

文の随所に鉱物や薬品名などの固有名詞が漢

字や片カナで記入されて，日本語への執心を

のぞかせている.鉱物類の採集には学生らが

協力して九州各地から集め，研究材料を豊富

にした.当時の外国人の行動は公務以外は，

個人的な圏内放行には一定の距離制限や制約

があった.



薬品検査の提議

明治初年の洋薬の需給状況は微々たるもの

であったが，新政府は当面の山積する近代国

家の基礎づくりに忙殺されて，輸入薬品の取

締を考慮する余裕は全くなかった.

国際的な自由貿易が開始されてから経験も

浅く，洋薬を取扱う業者がまだ品質を鑑別す

る知識を習得するに至らない前近代の市場性

は，世界貿易にかけては手だれの外国商人に

とっては，この上ない有利な取引相手だった

に違いなかった.こうしたすきに付け入って，

言葉たくみに安い贋薬や粗悪薬品を押し売り

するのは好商の常套手段であった.しかし，

国民の健康・生命に危害を及ぼす憂うべき現

象は，近代国家の名に恥じる問題として表面

化するに至った.

へールツは医学校予科の授業で，しばしば

輸入薬品を教材に取り上げて分析実験を行っ

たが，不良薬品の多いのに驚き，取締の急務

を痛感していた.とりわけ贋造品の最多はヨ

ードカりで，その大半がプロームカリであっ

たという .

たまたまこのような傾向を重視して問題を

提起したのは，良心的と自認する長崎在留の

オラン夕、の貿易商，ファンデ ・ポルで、あった.

明治 6年(1873)1月，ポルが贋薬取締を強く

要望する意見書に，キナ塩の真正品と贋造品

の2種の見本を添えて，居留地の長崎税関長

官に提出したことから，政治問題に発展する

事態に動き出した.

要約すると，ポルが日本商人からキナ塩l

eオンスを洋銀75セントで取引を要求されたが，

ポルの所持品はすべて 1オンス 2ドルの真正

品で， J買造品並みの価格では応じられない.

しかし取締規則のない状態が放置されれば，

安い贋薬を売らざるを得なくなる，と警告し

ている.

税関長官はポノレの提出したキナ塩の検査を，

長崎医学校予科教師へーノレツに依頼した.へ

ールツは薬品検査の結果を 1月27日付の報

告書で次のように述べている.その骨子は，

2種の塩酸キニーネのうち，ロンドン製は真
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正品で，パリ製品は少量のキナ塩を混ぜた贋

薬であるから，価格も安く ，解熱の効果も劣

る.患者は薬の良否を弁別できないから，こ

のような贋薬や粗悪薬品を販売する薬庖は処

罰すべきである.ヨーロ ッパでは分析掛の役

人が薬庖を巡視して薬品検査を行うので，厳

罰を恐れて不良薬品を販売しない.予の勧告

を採用し， 国民保健の見地から薬品検査を行

う場合は，予はその任務を辞さない，と積極

的意見を呈示している.

東京司薬場開設の経過

ポノレの訴願とへールツの提議の件が，長崎

関税長官から主務官庁の大蔵省に上申され，

外務省にも通達されて太政官の裁決を仰いだ.

緊要の急務であるとして聴許され，医薬事務

を管掌する文部省に委任された.明治6年3

月初め欧米の医薬 ・衛生事情視察から帰国早

早の長奥専斎文部少丞が文部省医務局長に昇

進して，医薬行政の折衝に当たることになっ

た.長奥局長は外遊中，欧米で発達している

国家的な衛生事業に着目し，日本に導入する

意図をもって，オランダに半年余り留学して

衛生学を研修した.

長興局長は急を要する薬剤取締の方法につ

いて，東京医学校のドイツ人教師に西欧の実

情を諮問した.その答申に基づいて， 28項の

「薬剤取調の法」を作成し，明治 6年5月，

文部省布達として公布した.

薬事法の起原ともいうべきもので，今では

常識化されている事項も当時はすべて初耳の

ものばかりであった.例えば，近代的免許制

の薬舗(薬局)，薬舗主(薬剤師)の登場，医

薬分業制，日本薬局方制定，司薬局(のちの

司薬場，衛生試験所)，製薬学校の設立など，

西欧の制度を国情民俗習慣の全く異なる日本

の土援に移植する急務に迫られていた.

文部省医務局は応急に横浜，長崎，神戸の

3開港場に司薬局を設置し，各 1名の外国人

教師を雇い入れる計画を立て，費用，規則な

ど具体的な伺書を太政大臣三条実美あてに提

出した.しかし財政困難の政府が国庫支出を

認めたのは 1万5，000円に過ぎなかった.



外国人教師は参議(大臣級)並みの高給で，

これでは 3局開設は不可能なので 1局に予定

を変更して，教師に東京医学校付属病院薬剤

師ドイツ人ニーウェルトに交渉したが応じな

かった.当時医薬学は ドイツ学導入の方針で

あったが，長輿医務局長は薬品試験の提議者

で旧部下の長崎医学校予科教師へールツの上

京をうながした.ところが彼は折あしく重病

の身を長崎病院のベッド、に横たえ，医師のレ

ーウェンやマンスフェルトの手厚い治療を受

けていた.

やむなく適任者を物色して， ドイツ人 G.

マルチンと雇傭契約が成立し準備を進めた.

曲折を経て，中枢機関の東京司薬場が日本

橋馬喰町の仮庁舎で開場したのは明治7年

(1874) 3月27日であった.国立衛生試験所は

この日を創立記念日と定めている.8月に神

田和泉町の東京医学校構内に落成した本庁舎

に移転した.

京都司薬場の薬育の成果

へールツは病気回復後，医務局の懇招に応

じて長崎医学校をやめ，明治7年10月上京し

て文部省医務局に席属した.このころ東京司

薬場では薬品試験と並行して，鉱泉分析に力

を注いでいた.わが国は普から湯治と称して

温泉療法が親しまれてきた.医務局はこれに

注目して全国の温泉調査を始め，検体を送ら

せて分析し， その成績を医学校に送り，医治

効能を研究する計画であった.へールツはこ

の時司薬場で鉱泉分析に協力したのがきっか

けで，後に日本の鉱泉研究の第一人者に大成

した.

その間，京都府からの申出で，京都舎密局

を京都司薬場に無償提供する交換条件として，

へールツを無給で，薬舗開業試験に備えて受

験者のために薬学教育を懇請したのであった.

へーノレツの承諾を得て，舎密局の一部を司薬

場が借用し，明治8年(1875)2月15日，京都

司薬場が開場した.

司薬場の試験監督を努めるかたわら，京都・

府の依願を受けた薬学講習会を聞き，理化学，

製薬学，衛生学，オランダ語などを教えて期
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待に応えた.これがこの年7月，京都府が全

国にさきがけて第 1回薬舗開業試験を施行し

た実績となった.京都薬業家が薬舗免状の第

1号から15号位までを先取したのは，へール

ツに負うところが多いといわれるゆえんであ

る.

この年明治 8年6月， 文部省管下の医務局

が内務省に移管され，翌月，第七局から衛生

局と改称すると同時に，長奥医務局長は内務

省初代衛生局長に昇級した.これに伴って京

都司薬場は文部省から内務省衛生局管轄に変

わった.

へールツは職務の余暇に，京都や大阪周辺

を探索して鉱物や生薬類を収集したり，有馬

温泉や平野鉱泉の現地で成分分析を行うなど，

日本研究の材料収集に熱意を傾けた.この年

京都で産業奨励の勧業博覧会が開催された際，

多数鉱物標本を出品して， 外国人には初の銀

メダルが贈られた.また， 日本薬局方原案起

草にあたり ，生薬について，多くの著名な科

学者や本草学者から親切に色々有益な知識を

提供されて幸運だった，と自伝で述べている.

京都司薬場での特筆される業績は，長奥衛

生局長の委嘱で， 日本薬局方の原案を大阪司

薬場監督オランダ人 B.W. ドワルスと共同

執筆したことである. 日本薬局方がないため，

各国薬局方を使用する煩雑さを免れず，製剤

の内容が一定しないなどの種々の支障が起こ

りがちであった.両氏は主と して第 1版オラ

ンダ局方に準じて起草したが，京都司薬場が

明治 9年(1876)8月閉鎖後は，へールツが東

へーノレツ先生の日本薬局方蘭文稿本の一部



京で書き上げた.品名を漢字や片カナで記載

した4冊の日本薬局方蘭文稿本は，現在国立

衛生試験所に保存されている.

横浜司薬場監督の防疫活動

関西は大阪司薬場だけで事足りるとして，

実績をあげた京都司薬場を廃止したのは，横

浜，長崎の開港場に設置する最初の計画を実

施するためであった.

ちょうど東京司薬場監督のマルチンが満期

退職して空席になっていたので，京都を引き

揚げてきたへールツが， 11月に後任のオラン

夕、人 C.P.プリュへの着任するまで，代行を

務めることになった.その一方では新しい任

務地となった横浜司薬場の開設準備に着手し

ていた.

新しく国際貿易港として急激に発展した横

浜は，東京に近い地の利から輸入薬品の数量

や品目が増加して，不良薬品を厳重に鑑別す

る重責を負わされていた.司薬場に指定され

たのは外国商館が建ち並ぶ海岸通りの元イタ

リア領事館を，へールツの指揮で内部の構造

が効率的な試験設備に改造されて，明治10年

(1877) 5月，横浜司薬場の開業式が盛大に挙

行された.場長 ・直井延吉に協力する試験監

督へールツは意欲満々の34歳であった.

へールツは場員に薬品試験の分析技術の指

導に努める一方，国産奨励の政策に応えて，

製薬技能を習得させた.場員が各自製造した

無機薬品類を同年8月東京上野で開催された

第 1囲内国勧業博覧会に出品して好評を博し

Tこ.

同じ頃外国船によって運ばれてきたコレラ

が全国的に広がり猛威をふるった.コレラの

病因も不明のところへ，一般の衛生知識も低

劣で，輸入薬品の石炭酸消毒が重要な防疫対

策で，在庫欠乏の石炭酸が高騰した.へール

ツはただちに神奈川県当局と折衝して，長浦

に消毒所の急設や避病院の建設に奔走した.

また，県の役人を同伴して，港湾に停泊中の

船内検疫法の実地指導の先鞭をつけるなど，

目ざましい活躍によって先進の防疫対策の範

を示した.その一方，検疫停船規則や伝染病
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予防規則の制定について，内務卿大久保利通

に上申し，日本に初めて制定が実現したのは

明治12年である.さらに衛生知識の普及や消

毒法の改善にも力を尽くした.当時明治12年

までの 2年間の全国コレラ患者16万余，死者

10万余の記録がすさまじさを伝えている.

日本研究領域

公務を終えて，横浜山手の外人居留地にあ

った自宅に戻ると，寛ぐひまもなく深夜まで

書斎にこもり，著作活動に没頭するのが日課

であった.庭には各地で採集した様々な植物

が栽培され，家じゅう所狭しと多種多様のコ

レクションで埋まっていたという .

数ある著作のなかの畢生の大作となった

「新撰本草網目 ・鉱物之部J2篇(明治11年~

明治16年， 1878~1883) は，全部フランス語

で書かれ，自序の末尾に「本書が日本人並び

に東洋研究者に有益であるよう望む」と述べ

ている. r大和本草Jr本草網目」など多数和

漢書を引用して，産地，基原，採集法，性状

について詳細に解説している.第 1章非金属，

第 2章軽金属，第3章珪酸塩，第4章重金属

などである.清水藤太郎博士は「天がもしこ

の人に年を仮し，本書を続事lせしめたなら，

大冊十巻以上の科学的日本薬物全書を明治20

年前後を期して見ることが出来た…」と痛惜

されている.

前に触れたが，へーノレツの温泉研究の業績

は，温泉によって効能の異なる成分の分析調

査をまとめた「日本温泉案内J(1879)，r日本

温泉考J(1880)が刊行され， 日本温泉の科学

的研究の手引書となった.

特に明治14年(1881)ドイツ ・フラ ンクフル

トで万国鉱泉博覧会が開催された時，内務省

衛生局は日本の鉱泉(温泉)資料を出品する

ため，へールツ氏に日本全国の温泉の成分調

査を依頼した.内務省衛生局は博覧会に出品

したへールツ作成の分析調査の資料をもとに

集大成した「日本鉱泉誌J3巻 TheMineral 

Springs of Japanを刊行した.これが日本鉱

泉(温泉)研究の原典となる.

へールツの公的の業績の一つは，先に触れ
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ゲーノレツ著 本草綱目 第一篇

鉱物之部の表題紙

た日本薬局方原案起草で， ょうやく政府が編

纂事業に本腰を入れて具体化した.明治13年

(1880)11月，わが国最初の大事業を遂行する

ため，高官を総裁とする委員会を組織して発

足した.編纂委員には内外の第一級の医学・

薬学者が任命されたが，原案作成の担当者は，

元東大教授で当時衛生局員の柴田承径を総帥

とし，東大製薬学科教頭ランカールト，横浜司

薬場監督へーノレツ，東京司薬場監督エイクマ

ンが執筆に当たることになった.稿本は全員

が校閲する便宜上， ドイツ文で起草されたも

のを日本文に翻訳する方法がとられた.委員

の異動があり，翌14年11月ランガルトが満期

で帰国し，明治16年へールツ没後はエイクマ

ンが完成に尽力して，明治19年(1886)6月，

第 1版日本薬局方公布の運びとなる.

へールツは絶えず母国オラン 夕、}こ， 日本に

おける動向を報告する一方， 日本アジア協会

副会長，パ リ日本会名誉会員その他に推され

て，各国知友との学術交流も親密に行われた.

また，各国学術誌に寄稿した日本研究論文の

内容も，薬剤，薬局方，種痘，衛生，歴史，
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〕2検感4木私響波F F と
最揚B2支事尋干

菅F

同副表題紙

温泉，鉱物，植物， 気象，山淑魚など研究領

域は広範囲にわたっており，精力的な研究活

動を物語っている， 20数篇の論文中，数篇を

抜牽する.

1) 日本薬局方について， Ube die Phar. 

rnacopoe Japans. (独逸東亜自然民俗学

協会， 1874) 

2) 日本における堕胎， Abortion arnong 

the Japanese. 

3) 日本の有益な鉱物と冶金術の紹介一一

鉄，鉛，銀，水銀，金，枇石，一一Useful

rninerals and rnetallurgy of the Japa. 

nese: Introduction-Iron， Lead， Silber， 

Quicksilber， Gold， Arsenic(Ibidern， 1875 

~1877). 

4) 日本の科学の進歩， Le Japan Les 

Progres de la I'Extrern巴 Orient，torne 

I. Royal Paris (1875~ 1879). 

5) 日本における 種痘，Vaccination in 

Japan CJapan Weekly Mail， June， 1879). 

6) 日本の鉱泉分析， Analyses of the 

Japanese Mineral Spring Waters (日本



アジア協会会報 TransactionsAsiatic 

Society of Japan， vol. IV， 1881). 

7) 箱根芦の湯温泉， The mineral springs 

of Ashino-yu in the Hakone mountains 

{向上，vol. IX， 1881). 

8) 日本の薬剤， Medicine in Japan (The 

Loncet vol. 11， H~82) . 

余栄

へールツはオランダ国王から派遣された誇

りをもって， 日本の薬学，保健衛生分野の進

歩に寄与する使命遂行に全力を傾注した.す

でに東京，大阪司薬場は外人監督の手を離れ

ており，横浜司薬場もへールツの熱意、と努力

によーって，神奈川県の保健衛生行政の基礎が

確立した.へールツも日本薬局方完成を見届

けて， 日本における使命を果した充足感をも

って，帰国を予期していたに違いない.

反面滞日14年， 政府の優遇を受け，家庭に

恵まれて， 日本研究も好調で，去り難き日本

への愛着が天魔に魅入られたのか，図らずも

腸チフスに官されて，明治16年(1883)8月30

日，忽然とこの世を去った.

日本政府は彼の功績に対し，勲四等旭日小

綬章を贈り，長輿衛生局長は彼の家に程近い

外人墓地の高台に白色大理石の墓碑を建てて

手厚く葬った.港を一望にする外人墓地は，

広大な丘陵の景勝地で，春は桜の名所である.

次いで明治24年(1891)8月30日，へールツ

氏没後 8年の祥月命日に，長奥専斎の発起で

多くの関係者により，上野谷中天王寺墓域に

巨石の顕彰碑が建立された.碑面には彼の功

績を称える長輿専斎の撰文と，背面に寄進者

139名の氏名が刻まれている.

それから 83年後，国立衛生試験所創立100

周年記念事業の一環として，荒廃した天王寺

の碑が，世田谷用賀の試験所前庭に移された.

昭和49年(1974)5月18日の記念式典当日，へ

ールツ顕彰碑除幕式が行われた.へール ツゆ

かりの88歳の清水藤太郎博士と長輿専斎氏の

5歳になる玄孫華子さんが除幕の紐をヲ|し、て

拍手を浴びた.
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話を 100年前に戻して，長興局長は局員で

すら「衛生」の認識不足の草創期にあって，

衛生行政の基礎づくりに熱誠を傾けたへール

ツの先見性と俊敏な実行力の恩誼にむくいる

ため，彼が心を残した遺族の擁護に心を配っ

た.東京麹町の元大名屋敷に居を移し 6人

の娘たちをそれぞれ華族女学校(学習院)に

入学させ，さらに専門教育を受けさせて独自

の道を導いた.

夫人は麻布でドレスメーカ ーを経営する娘

のもとで余生を送り， 81歳の長寿を全うして

昭和9年(1934)11月16日没し，夫君の傍らに

眠る.

四女のミス・エリザベス ・ハル ・ゲールツ

(1878~1971)は，華族女学校を卒業して英語

とフランス語を学び，インドネシアのパタビ

ア美術館勤務を経て，スイスのローザンヌの

看護婦学校で研修し，父の遺志を継いで保健

衛生の道を選び，ヨーロッパ各国の王室付看

護婦をつとめた.昭和の初め日本に帰り，母

に再会して最期を看取った.その後療養のた

め箱根仙石原温泉荘で余生を送り，昭和46年

(1971) 7月27臼， 93歳の天寿を安らかに終え

た.晩年お自に掛る機会を得て 5歳で死別

した父の想い出や数奇な遍歴談に胸を打たれ

た会見記は，他に既述じたので抄録にとどめ

る.

元神奈川県薬剤師会長を多年重任された清

水藤太郎博士(昭和51年 3月1日逝去)は，

へールツ先生の埋もれた業績の調査研究の第

一人者で，無縁墓地になっていたへールツ夫

妻の墓参を長年にわたって黙々と続けて来ら

れた.父の意思、を継承された清水不二夫氏

(当時神奈川県薬剤師会長)が同会に諮り ，

横浜の薬事衛生開化の恩人，へールツ先生の

墓地の管理を同会の永続事業とすることを決

議し，昭和49年(1974)8月30日の命日に墓前

祭が行われた.

(参照 i国立衛生試験所百年史J(1975). 

清水藤太郎「ゲ ール ツ先生伝」薬

局， 1964.ほか.
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根本氏の 『日本薬学会百年史』評を駁す

{示 田

Refute Dr. Nemoto's review of“The Centennial History 
of the Pharmaceutical Society of Japan." 

本誌17巻1号 p.54~5 の新刊紹介・ 書評

欄に根本氏が書かれた創立記念日にふれた内

容は，事実誤認があるので，百年史編纂委員

長であった立場上，一言しておきたい.

実は，これと同趣旨の文を根本氏は「フ ァ

ルマシア」に投稿されて同編集部から文中隠

当を欠く個所や事実誤認がある点で訂正を氏

に求めていたものなのである.氏はその訂正

を私の反論を読んだ上にしたいとい うことだ

ったそうで，私は反論を書き同編集部に送っ

た.その拙文は予め旧編纂委員の方々に送っ

て事実の再確認を経たものである.

ところが，このようなやり取りがある最中

に，本誌に氏の文が同一趣旨のまま載ってし

まっている.何故そうなったのか，その経緯

については川瀬氏の文をご覧頂くとしても，

線本氏はほとんど同時期に本誌と「ファルマ

シア」の二誌に投稿したものらしい.しかし，

「ファルマシア」の方にクレームがついて訂

正を諒承した根本氏が，何故本誌の文も一旦

引きあげて訂正ないしは補訂する手続を取ら

なかったのか，理解に苦しむところである.

同氏の文は，このような執筆者の手続上の良

心をはらむものでもあるが，とりあえず以下

に事実を記そう.

薬学会の創立年月日について

創立前後の学会に関する一次資料は既に散

逸してしまっているため，二次資料ではある

が30年史(正しくは『日本薬学会沿革史J]，

Hajime SODA 

明治43年 6 月 ~12月まで 『薬学雑誌』 の付録

として分載され，翌44年 1月A5判372ペー

ジのものと して合本された.)を会史編纂に

必要と考え，各委員にコピーして昭和52年 7

月23日に配った.

たまたま， 53年10月30日の委員会で，創立

年の周年表記を満方式にすることの一般性に

関連して， 75年史などが採用してきた創立年

のことが話題となった.その席上で，青木 ・

川瀬・根本の各委員から30年史の記述の明治

13年4月が創立年を判断し得る資料となる旨

の発言が交互に出された.ただし， 30年史に

は，何故13年4月を創立年月 としたのかにつ

いての説明はみられない.こうした資料をふ

まえて， 編纂委員会と してはその旨を記念事

業準備委員会へ資料提案する事に決め，判断

材料として生のまま提出したのである.

この日の委員会の提案決議は，委員会開催

の都度，関係方面に配布している 「百年史編

纂委員会メモJ(タイプ印刷)に明記されてい

る(第12回).しかも，この日に根本委員の出

席も記録・印刷されているのである.したが

って，氏がし、う委員会で提案したが同意を得

られなかったとする事実は全くない.

いわずもがなのことだが，一般に創立記念

日として定めている年月日は，一つの約束事

である.できるだけ史実を反映したものであ

るべきだが，一次史料を欠く場合，二次資料

に頼らざるを得ない.そのため前記のような

不明な点も出てくるのである.準備委員会で
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は記念メダルの西暦周年表記の問題からも改

定を支持し，理事会 (54年 7月27日)で改定

が決められた由である.それなら， 75年史や

その後の公刊物に明治14年として来たことは

間違っていたのかというと，決してそうでは

なく，そういうように決めていた約束事なの

であって，今回30年史の記事を一つの拠りど

ころとして改定することに決められたという

ことなのである.

根本氏がその後 「ファルマシア」に投稿し

た文 (54年 6月， 15巻 6号 p.501)には， 30 

年史に拠ったと して次のように書かれている.

「……親睦的な月例会開催を申し合せる. こ

の年明治13年(1880)4月をもって，日本薬学

会創立と している. 会員30名である.J

この文をみる限り，創立時の会員は30名で，

この当時創立年を13年4月としたように読み

とれる.そこで私は氏に照会文を出し30年史

に新らしい記録があるのかを確かめたところ，

すでに委員が知っている34年 8月の文部省担

当官宛の回答文が根拠であるとの回答だった

のである.氏の文では誤解し易い.少くとも

「……申し合せる.後年 (34年)にこの年…

を創立とする事に決めている.……」とでも

すべきであろう.なお，創立時会員30名とい

うのも， 30年史ではそうは読みとれない.

「その頃の会員名簿を紹介」するとある中に

地方会員がかなり含まれており，こんな早い

時期に地方に連絡をとって会員制をしくなど

疑問である. 30名というのは翌年，会の性格

を学術会と改めた頃の会員数というべきだろ

う(百年史 p.47参照). 

なお，氏が1.4月の第4土曜を24日と確認し

たので提案したが，間もなく委員を辞任(理

由:見解の相違)……J(傍点筆者)とあるのも

事実に反する.氏から薬学会事務局へ年表の

誤記を連絡して頂いたのは，年表刊行後の55

年4月14日である.氏の委員在任中ならびに

年表刊行前に 4月の第4土曜日を特定する

意見を寄せた事実は全くないのである.年表

の誤記という事務上のミスの事実はあったに

しても， 今になってそれをほじくり出して大

声で叫ぶような行為は大人気ない所作といえ
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ないだろうか.勿論，氏の労を多とするのに

はやぶさかではない.

百年史編纂については，学内はもとより学

外の多くの方々にも御世話になった.有力な

御意見や御提案・御教示を数多く受けた.そ

れらは編纂委員会の責任において適宜活用さ

せて頂いた.それら項目の一つ一つについて

謝意を表する代わりに，特別に御協力を頂い

た方々の御芳名を百年史の巻末に明記した.

当然の事だが，氏の芳名もその中にある.

ちなみに，氏の辞任については，委員全員

が寝耳に水で，氏は正式に委員会の席上で意

志表明をしなかったし，辞任理由も辞任後に

私の照会に対する回答は「……分担執筆の件

につきましては，私の微力にては及びません

ので・…・・J(傍点筆者)というものだった.

多書評の内容について

前記のような記事が学術誌である本誌の書

評欄の文中に出て来ること事態がすでに異常

であり，氏がいう「あえてこの機に真相を伝

え」るというのは，以上の通り誤認そのもの

であるが，あえていわせてもらえば書評の内

容も学術誌としての態をなしていないといっ

ては失礼だろうか.以下，氏の書評の内容に

ふれてみたい.

氏は序章の意味を理解していなし、かのよう

に見受ける.それは氏がいう「史観の相違」

などという以前の問題である.

日本の中央の官学系大学で薬学教育の場を

設立するに当たって， 1"薬学」科でなく「製

薬学」科としたのは，薬学会百年の歩みと共

に，日本の近代薬学の性格を規定するものと

して， 重大な歴史的事実なのである.氏はこ

の課題に対して回答を出していない.氏は本

当にドイツでいう「薬学」教育が日本で行わ

れたと考えているとしたら，基本的な誤りを

おかしていることになる.

長井長義ら明治期の先学が薬学を本来の在

るべき姿にしようとしてもできなかったのは

何だったのか.薬学会活動も，しょせん偏っ

た場でしか活躍の道がなかったことを想起す

べきであろう .社会・制度の重みがし、かに強い



ものだったか.百年史からそのような点をく

み取るためにも，そうさせた発端は幕末・維

新期以来の社会情勢と為政者が求めた路線上

を歩まざるを得なかった，わが国薬学 ・薬学

会の運命ではなかったのかと いう 点で序章が

書かれているのである.

なお，氏は 「ボンベはフ酔ルックの後任では

ない」というが，何を根拠にそういっている

のか理解に苦しむ.ブルッ クの項の一つ前に

明確にボンベのオランダ側の資格と して「出

島オランタ商館医兼日本駐在自然科学調査

官」を挙げておいたのを読まれての発言なの

だろうか.

ちなみにいうならば，ボンベ自身はっきり

とフ'ルックを 「私の前任者」だといっている

のである(~ポンベ日本滞在記~) .

日蘭貿易に氏はふれ，洋薬は東南アジア産

のものに限られたとするが，ボンベ以来舶載

されたサントニンは如何，モルヒネは如何.

氏は私のいう近代薬物の意味をよく理解し

ていない.私が 「このような有効成分抽出の

形で」近代薬物が一ーとしたカッコ内を抜い

て引用しているのはどういう理由なのだろう

か，承りたL、ところである.

ポンベ以来，近代薬物に対する考え方に大

きな変革が賓らされた.

その一つは化学組成にもとづく薬名の採用

であり，旧式の薬名は変えられて行ったので

ある.

その二は，為政者が製造化学重視を打ち出

し，それが幕藩に波及していったことである.

その事実を序章に例示したし， 明治政府もそ

の路線を継承しているのである.

中央の「製薬学」科は，そのような社会的

要請に立った日本的 「薬学」なのであって，

ドイツ薬学の直裁的導入ではなかったのであ

る.中央の方針がそうである限り，在野で医

学 ・医療の一翼を担う薬学教育の芽が育とう

としても，おし流されてしまう .

確かに，日本の薬学畑の中からレベルの高

い研究が生まれたにしても，それはドイツ

「薬学」の導入 ・摂取の結果ではなく， ドイ

ツ等で近代有機化学を学んだ人びとが， 日本

で与えられた薬学というベールをかぶった学

界場での抵抗であり，努力の成果であったの

ではないか.

薬学会といっても，しょせんそれを動かす

人は，そのような性格の「薬学」人であった

ことを想起すべきであろう.

このような歴史的現実を正しく把握し，分

析しない限り，これからの新しい薬学建設へ

の方向づけは出てこないのではないか.

私は板本氏に「ファルマシア」への氏の投

稿内容も含め，近代薬学の日本的性格につい

て公開の場で討議することを申し入れてある.

氏の近作『日本の薬学』を，百年史や年表の

記載事項と関連づけて，その問題点をかなり

指摘することができたので，その発表の前に

一応氏の諒解をとるのが礼儀であると思って

氏に申し入れたのである.発表の諒解は氏か

らあったので，そうしたいと思っている.そ

れを読んで頂ければ，百年史年表にわずか一

行で書かれている事でも，また年表に記載し

た項目の意味づけでも，氏の著書の内容とく

らべ，何れが是かを判断願えるかと思う .

それにしても， 学術誌における書評 ・紹介

は，一般の営業誌などと違って，仲間内の馴

れ合い記事や印象記的内容では困る.よ く内

容や構成を把握 ・理解した上での発言 ・批判

であってほしいものである.学術誌に載る書

評はその学会の水準を示すーっのバロメータ

ーである限り，それなりの執筆態度と内容が

要求されるのである.

それに関連して，本誌前号と同時期に刊行

の『化学史研究』通巻20号(本年3号， 1982 

年 9月刊)p.116に鎌谷親善教授(東洋大学

経営学)の百年史の紹介が載っている.百年

史の内容をよく読みこなされ，全体の構成 ・

資料篇の性格などを適確に評価し，本文 ・研

究史の 2部構成の位置づけ，学会発展のポイ

ント等が手ぎわよく一ページにまとめて紹介

されている. 学術誌の書評 ・紹介の在り方を

考える一つのサンプルとして，是非本会の会

員各位に読んでもらいたし、内容である.

なお，この機会に「百年史」および日本近

代薬学史に関する建設的な会員各位の御意見を
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承りたいものだし，本誌に書評 ・紹介と して

取り上げるべき薬学史ならびに関連分野の著

書の要望 ・提案を期待したい.

(1982-10・15記)

〔追記〕

既述の根本氏のファルマシア投稿文に対す
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る拙反論を氏が読まれたであろう時期に，本

誌前号の氏の文に対し釈明を求める手紙を出

したが，氏から何の返答も得られないままで

いる.なお，既述の拙稿は「日本近代薬学の

性格に寄せて一根本曽代子氏著 『日本の薬学』

の問題点一」として医薬ジャ ーナル 19:1， 

p. 183~7， 1983に掲載された.('83.1. 23記)



薬史学雑誌
17 (2)， 91 ~92 (1982) 

日本薬学会百年史編纂者の立場から

川瀬 清

Brief report from a editor of“The Centennial History 
of the Pharmaceutical Society of Japan." 

本誌17巻 1号所載の根本曽代子先生による

日本薬学会百年史書評，および宗国一同史編

纂委員長の批判論文の公表がなされたのを機

に，同史編纂委員の一人であり，かつ本誌編

集者の一員でもある筆者として，一二考えを

述べたい.

1. 日本薬学会百年史編纂方法について

同史編纂の概略については，同史あとがき

の所に要約してあるが，当初より過去の失敗

を繰り返さないようにとの， 日本薬学会 100

周年記念事業準備委員会，とくに柴田承二委

員長および岡田正志担当幹事よりの指導忠告

があった.

それは，日本薬学会創立80周年の記念事業

の一環として企画された“日本製薬工業発達

史"の二の舞をしないように，との事である.

(日本薬学会百年史 231~2 ページ参照)同史

は企画以来9年後に再編成が行われ，その 5

年後に事業そのものの中止を見たと L、う経過

があった.

その最大の原因は，分担執筆における個性

の尊重と全体的統一の調和についての組織的

保証が，前提として無かったことである.尤

もチームワークの理論と方法が一般的に認識

されるようになったのは70年代以降であり，

それ以前は箪と官僚の一部で検討されていた

にとどまり ，従って同史編集について，初期

段階で関与された方々に効果的な編集体制を

組むことは無理だったかも知れない.

( 91 ) 

Kiyoshi KA W ASE 

本百年史も一定の期限内に，分担執筆の形

をとらざるを得ないので，宗田委員長は編纂

委員会のはじめより，シラパス (syllabus)を

綴密に建てることを提案され，委員会はこれ

を了承した.そして，まず大項目，中項目を

共同して編成し，各項目ごとの大よそのペー

ジ数を決定し， 執筆分担を決め，決められた

受け持範囲における小項目またはキーワーズ

を抽出し，これを再び委員会に提出し，大か

たの承認と委員からのコメントを得て文章化

に入ったのである.

これによって，分担執筆でありながら，全

体として，さほどの違和感もなく一冊の著作

にまとめることができた.社会の変革期にあ

って，評価の定まっていない史実を扱わねば

ならぬ場合，最も適した方法だったのであ

る.

2. 百年史の内容について

この出版物の題名は「日本薬学会」百年史

であるが，同時に日本の薬学全体の流れが読

みとれるようにし，社会や他の領域との関連

において事象をとらえるように心がけ，少く

とも，薬学会役員会の議事録の羅列に終るよ

うなことはすまい，同時に記録性を重視し，

今後消滅する恐れのある事項や，入手困難な

文献なども関連資料として加えよう ，などの

とりきめを行った.

執筆者の多くが，現在までの薬学は日本社

会の歴史性もあって，円満な発展を遂げてお



らず，またその解明も充分でなく，時聞をか

けて検討しなければならないこと，そして仮

りに百五十年史・二百年史の編纂があった場

合，頼りになる下敷きの役割が果せるように

したい，なと・の考えを持っていた.そのため

にも大中小のシラバスを建てることに大きな

努力を注いだのである.

そして委員会での討議は議事録を作り，委

員および関係各部署に配布し，それぞれの時

点での合意を得つつ編纂作業を進めた.根本

先生の文章のなかに，委員会運営が不明朗で

あるかの如き印象を受ける部分もあったので

事実経過を述べた.

3. 日本薬学会創立の日付について

日本薬学会に限らず，それぞれの組織・機

関の創設時期の特定は，史実によるというよ

りは，人為的な取り決めによるものである.

例えば，筆者の勤務する東京薬科大学では

創立年を1880(明治13)年としているが，その

何日かを特定してはいない.特定する資料が

ないのである.むしろ翌年の1881(明治14)年

1月14日， 東京薬舗学校開業上申書提出日を

それに当てるほうが常識的であろうが，昔よ

り伝承されている文書，石黒忠、)8;-三宅秀ら

明治医学の元老の演説などから，前年より開

校準備がなされているので， 1880年を創立年

と決めているにすぎない.

日本薬学会についても事情は同じで，百年

史編纂委員会としては，年表1880年記載の 2

条件を資料として上部組織に提出し，判断を

待ったのであり，もともと編纂委員会で決定

すべき事柄でない事は明らかである.

つぎに創立日の特定であるが，これに関し

ては，根本先生が当時のカレンダーを足と手

で調査され，電算機プログラミングのミスと

いうお粗末さを訂正された.先生のこの功と

労は多とすべきであり，さらにまた，年表お

よび本史双方の校正ミスを指摘されたことは，

第 1章を担当した筆者として感謝するもので

ある.

しかし，この問題に関する全体的な流れは

まさに本史 311~2 ページのようであって，

真相の糊塗は全くないのである.宗国論文に

もある如く，事実に即さない先生の記述は，

たいへんに遺憾なことである.

おわりに
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学聞が論争によって発展することは古来か

らの真理であるが，それはただ事実より出発

し，事実に依拠して可能なのであって，そう

でない議論は非生産的であり，公器の私用に

等しい行為ともなる.筆者は本薬史学雑誌の

編集の一翼を担っていながら，収載原稿の一

部にある事実に即さぬ部分を解決しないまま

刊行のはこびに乗せ，結果として，避け得る

混乱を防止し得なかった事を詑びるものであ

る.

今後，本誌および日本薬史学会での討議が

真に実りあるものとすべく努力することを記

して筆を置く.



新刊紹介 ・書評

4・良き師良き友 (木村康一著) A5判， 253 

頁， 1981年，薬局新聞社

本書は，京大名誉教授 ・木村康一博士が傘

寿 (八十歳の賀)記念に，80年の歩みを追懐

されたユニ ークな人生記録である.

内容は，由緒ある生家の来歴に始まる幼年

時代，学生時代，良き師良き友，海外放行記，

学窓を出て，の 5部に分けられている.圧巻

は書名に象徴される第3部で，良師良友に恵

まれ， 著名な生薬学者への道を歩まれた会心

の時代の摘写である.

旧制水戸高校を経て，大正13年東京帝国大

学医学部薬学科に入学，朝比奈泰彦教授に師

事して藤田直市助教授に植物解剖を学ぶ.学

外で牧野富太郎博士主催の植物同好会に参加

して清水藤太郎，久内清孝先生らの知過を得

る. 卒業後副手を経て，上海自然、科学研究所

に入り， 当代臨ーの本草学者中尾万三博土の

下で，師の提唱に同調して， 真の漢薬研究は

「誤 りの多い明代の本草網目に留らず，古本

草を充分調べ」てから，中国現地で11年間，

漢薬の本格的研究に終始された. 第 4部の海

外雄行記は昭和10年と12年の 2回，周辺の東

南アジア方面の実態調査を行った時の詳細な

記録である.

昭和15年京都帝国大学薬学科生薬学助教授

に転じ，同18年海軍技師としてマカッサル研

究所へ薬用資源調査に派遣された.終戦後京

大に復職， 25年大阪大学教授を経て，31年京

大教授に任ぜられ生薬学教室を主宰して40年

停年退官，同年富山大学教授 ・和漢薬施設長

に就任，また， 日本薬学会会頭その他の要職

に歴任された. 44年名城大学教授，49年東日

本学園大学薬学部長に招かれ現在教授.その

間，海外で開催される各種国際学会には外国

流の慣例にならって千賀子夫人同伴で出席さ

れた.

夫人は元京都女子薬剤師会会長の信望と統

率力をもって，現在は薬草を広める会長に推

され， 愛車を駆って各地の裁培指導に活躍さ

( 93 ) 

れる.昭和54年の金婚式には，本書と好一対

の夫人の麗筆になる自叙伝「万華鏡」を記念

出版 された根本曽代子)

4・薬業の今昔<大阪と道修町>C米国該典著)

A5判，85頁，1982年

とびらの，思師故高橋真太郎先生御夫妻に

捧げる旨の献辞に，ありし日の温容と学徳が

偲ばれる.御生前，日本薬史学会幹事として

薬史学の進歩に力を尽くされた高橋真太郎先

生の13回忌に当り，愛弟子の大阪大学薬学部

助教授米田該典博士が先師の教えを体した労

作は，師弟の情誼を浮彫りにして，感銘を深

くさせている.

本書のもう一つの意義は，昭和57年5月29

日，大阪で開催された第33回日本東洋医学会

学術総会の記念出版として，参会者の方々に

贈呈されたことである.米国博士は総会の第

2日に特別講演「漢方用薬の需給と漢方治療

の推移」について演述された.

表紙は，伝統の薬の町，道修町を含む大阪

の中心地， 船場周辺の古地図で飾 り， 象徴的

な印象を与える.

序文に本書の構想について， 高橋先生が御

生前，薬史学雑誌に発表された「薬業史考察

への道」の中で，“薬業史は常に薬という商

品が介在する点に着目する必要性"を説かれ

た論点に基づき，さらに法律，制度，他の商

品経済，教育の分野にも幅広く関与したと述

べられている.

大阪のくすりの歴史は，大陸との交通が盛

んに行われた難波王朝にさかのぼる.現在の

大阪の都市計画の原点は，江戸初期に始まっ

たもので， 経済都市としての発展も期を同じ

くしている.

構成の見出しは，各年代の医薬学，薬業の

変遷を 4章に大別し， 各章を各 3節に区分し

てある. 第 1章は太古から江戸時代までの医

薬学，第 2章は江戸時代の医薬学の動向につ

いて， 大阪の経済地誌，学問の系譜，道修町

の薬種の流通など，第 3章は明治時代の医

制 ・薬制の位置づけ，第4章は大正 ・昭和前

期の製薬業の変遷の要約は， 20世紀に入ると



洋薬の輸入に集中したが，第 1次大戦の影響

で国産化を迫られ，主要製薬企業が設立して

今日の繁栄が基礎づけられた.一方では国民

の聞に根強く残った和漢薬の長所が見直され

ている.

結語として，道修町の景観が，江戸期の老

舗の遺構と明治 ・大正 ・昭和初期の洋風建築

と近代ピルが混在する町並みの作り出す雰囲

気を的確に具象化されたのが，大阪の薬業今

昔の史的価値を高めた本書なのである.

付録に，道修町の町並みの変遷，薬業関係

書籍の歴史 (701~1945年)，薬事 ・医事関連

年表 (459~1981年)，大阪の薬史跡が参考資

料に添えられている.

。埼玉病薬二十五年史(埼玉県病院薬剤師会)

B5判， 182頁， 1981年

本史発刊の趣旨については，編集委員長 ・

帆足勇夫氏(当時副会長)のあとがきによれ

ば，埼玉県病院薬剤師会の創立25周年の記念

事業の一環として企画されたものである.昭

和28年に発足以来 4半世紀にわたる本会の

誇る歴史的意義を高めるために，克明に資料

の収集調査に苦心された精細な記録である.

巻頭の会員施設所在地一覧表は，地理的条

件から見ると，埼玉県はその昔，武州と呼ば

れた武蔵の国の一部を管轄しており，東京都

に接する県の東南部一帯は江戸時代の宿駅の

名ごりで市街化地域に発展している.本会会

員薬剤師が勤務する病院 ・診療所等の分布状

態もその地域に多く集合している.

創立当初は50余名に過ぎない会員数であっ

たが，今や 6倍に達する 300余の会員を擁す

る病院薬剤師会に発展し，関東ブロックの県

病薬の中でも充実した事業活動が評価される

に至った.

関係各位から寄せられた，それぞれ含蓄に

富む多数祝辞が収載されて，刊行の意義を一

段と盛り上げている.本史の焦点は，第 1編

の沿革，第 2編の現況，第 3編の資料に集約

される.

そもそも太平洋戦後の混乱期に，各県の病

院薬剤師が相呼応して親睦機闘を結成したの
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は，当面する諸問題の処理に，組織の力で対

応し解決を求めたのが目的で，埼玉県病院薬

剤師会もその例外でなかった.その後，地方

病薬を統合する日本病院薬剤師会が設立され，

その傘下に属して地歩を固めたのである.

発足以来，毎年懇親と向上を図る総会を開

催し，研修会，学術講演会，臨床薬学会，工

場見学などを企画して会員相互の理解を深め，

地位の向上，業務内容の改善を協議し， 情報

活動も活発化している. 昭和52年8月， 本会

主催の第 7回関東学術大会でいちじるしい成

果をあげた.翌昭和53年12月2日，埼共連ピ

ルで創立25周年記念式典が盛大に挙行された.

当日会場に展示した薬史的価値のある資料

数十点を写真撮影し，それぞれ解説を付記し

て本史第 3編に収録されている. 2部に分け，

そのーは本会所蔵(解説 :帆足勇夫氏)の例

えば，江戸麻疹猛威の記録，明治9年10月16

日付の埼玉県令白根多助の東京医学校製薬学

科通学生規則，薬研類，売薬の看板，広告ほ

か，そのこは吉田一郎氏蔵(解説も)の小野

蘭山著「本草綱目啓蒙J，1"傷寒論輯義J，徳

川秀忠の花癖，同家光の鹿狩の彩色絵巻，阿

部友之進，植村佐平次，平賀源内らの採薬絵

巻など，興味ぶかい多様な資料が，本史の有

終の美を飾っている(根本曽代子)

。薬局経営論 (吉岡信著) A5判，264頁，

1982年，南山堂， 3，∞o円

本書は，様々な問題に直面している薬局経

営のあり方や方向づけに，命題を与える卓論

として評価されよう.近代式漢方薬局を経営

する良識と，東邦大学薬学部で薬局経営学を

講じる誼蓄を傾けた本書は，昨年出版された

意欲的な「クスリと社会一一薬業社会学序論

に続く力作である.

構想の意図を序文から要約すると，薬害に

端を発した医薬品再評価，国民皆保険に伴う

医療のあり方など，薬局をとりまく現実はま

ことに厳しいものがある.大切なことは薬局

薬剤師自身がはっきり現状を直視することで，

本書はこの視点に立って問題を提起する.深

刻な事象をひとつひとつ列挙することにより，



直面する問題が何であるかを模索する……と

して，現実の問題に対応する心構えや姿勢を

明示している.

このような視点から，序説は「なぜ薬局経

営(論)か」と自問自答の形で，薬学不在の

薬局，問われる薬剤師職能，薬局の技術基盤

と経営の理念，新しい薬局へのアプローチな

ど，当面する切実な問題を提起している.

本書の構成は 3部門を 6章に区分し，さ

らに細分化した各項目について，問題の解明

を多面的に論考して， 実施の手引きに供して

いる.第 I部は薬業の時代相について，薬業

の歴史的変遷，つまり，あきんどであった時

代のきぐすりゃから今日の薬局経営に移行し

た関連性をさぐり，今も前近代を踏襲する因

習の脱皮を力説する.

第E部の薬局経営の理念、の核心は，広い視

野から社会の中の薬局と，医療の中の薬局に

関する問題を分類して，適切な打開策を論述

している.例えば，大衆薬の動向， 薬局の情

報管理，薬学と薬業の聞に立つ薬剤師，クス

リの二面性，医療性と商業性，医療の中の調

剤，医薬分業の実態と問題点，臨床薬学など，

ざっと抄録したに過ぎない.

第E部は薬局経営の基本と実務の全般にわ

たって，薬局経営の現状，客層の分析とか売

上げ，商品の管理，多角化か専門化か? な

ど，問題処理を具体的な事例で解説に力を入

れている.

結論的に薬局経営の論点は，まず薬剤師自

身が積極的に問題意識を持ち，卒後教育など

で日進月歩の医学・薬学に対応できる実力の

蓄積を理論づける.充実した内容は，多数文

献の引用や創案の図表などを配して，近代薬

局経営の指針としての価値を高めている.

(根本曽代子)

・食原病 (大槻彰著) 新書版. 232頁. 1981 

年，二見書房. 690円

日本人の10人に 7人がかかっているという

サブタイトルの付いた本書の病名は，著者の

創案と思われる.

成人病の中でも死亡率の高いガン，脳卒中，
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心臓病などの原因が食事と関係があり，それ

らの病気の傾向が若年層に広がりを見せてい

るので，成人病という名は正当でなく，食原

病と L、L、なおすべきであると，序文に述べら

れている.

その動機は，著者が10数年前ある会社の要

職にあった頃，日夜業務に忙殺され，勢い食

事が不規則に流れ，栄養が偏りがちのところ

へ過労がもとで，ついに 3年間の闘病生活を

余儀なくされた.手術を断り，漢方療法，食

事療法とハリ ・灸の三本柱の治療法を守り，

特に徹底した玄米菜食中心の食事療法が効を

奏した.体験に基づき，食事と病気の相関関

係について研究と実践の結果，多数の賛同を

得て「日本自然療法学会」を創立し， 普及に

努めている.

本書は食生活の改善に効果のある多数実例

を9項目に大別して詳述したものである.例

えば，心臓病や動脈硬化の原因となるコレス

テロールは動物性食品に多く含まれるが，食

事の変化を示す実例として，心臓病は昭和33

年には10万人につき64.8人だったのが.54年

になると96.9人と憂うべき上昇率を示してい

る.それを裏付ける食事との関係は，昭和34

年には動物性食品のタ ンパク質撰取量が33.9

%.脂肪が36.0%であったのが，昭和54年度

には50.2%と52.4%に急増して，食事と病気

の因果関係が如実に現れている.

自然療法の眼目は，食原病にかからない植

物性食品50品目について，薬効や食べ方など

が興味深い筆法で解説されている.二，三を

あげると， レンコンは消化器，循環器に作用

する薬効があり， ゴボウは解毒作用や利尿，

発汗など，根の主成分はイヌリンで腎臓の働

きを活発にする.性ホルモンの分泌に役立つ

アルギニンも含まれる.カボチャはインシュ

リンの生成に作用するので糖尿病に効がある

など，身近な野菜の二面的な効用を見直さな

くてはならない.

唐の「黄帝内経太素」を引用して，“空腹を

満たすときは食といい，病を治すときは医と

いう"思想は.r医食同源J，r薬食一如」に通

じるもので， 美味な中国料理の栄養的に優れ



た合理性とも表裏の関連が窺える. じ得ない. (根本曽代子)

本書の狙いもそこに集約される.共感を禁

会務報告

4砂日本薬学会年会における薬学史跡見学会

1982 (昭和57)年4月4日，日本薬学会第 102年会薬史学部会開催の翌日，薬史学会が提案し，

同部会責任者・米国該典阪大薬学部助教授の企画による薬学史跡見学会が行なわれた.

今回は，日本粉末薬品制中井氏の案内で，大阪市の南方約30キロメートルの河内長野市にある

水車による製粉現場の見学を主目的とした.当日，朝9時国鉄大阪駅集合，全員 8名，終日マイ

クロパスを使つての楽しい見学会であった.

まず，河内長野市神ケ丘にある大同製薬長野工場を訪れた.山合のタムより水を引き入れ，大

きな水車を中心に，重力をたくみに利用した杵が，ベトナム産の桂皮を拘き，その芳香が建物い

っぱいに満ちあふれでいた.電気動力製粉は発熱引火の危険があり絶えず監視をおこたることが

できず，従って昼間作業にならざるを得ないが，水車で、は昼夜稼働ができ，揮発性生薬に対しH寺

聞をかけて高品質の製粉が可能である旨伺った.

昼食は，国宝如意輪観音坐像で有名な観心寺境内でとった.この仏像は毎年4月17・18の両日

しか開帳せず，しかも現在，国宝金堂の大修理中で拝観はできなかったが，好天気にめぐまれ，

日曜日とあって家族連れで由緒ある寺院内外は華ゃいでいた.甘酒，わらび餅などもいただいた.

ついで，同地にある日本粉末輔の工場を訪問，ここでは既にすべて電力に切り替っているが，

この地が大阪の地に近く，しかも夏季の気候が比較的涼しいために，現在でも製粉事業が続いて

いるという事であった.なお生薬の製粉では，線香材料の加工が最も技術を必要とし，杵と臼に

よらないものは立ち消え したり，保存中に曲ってしまったりする由である.

この河内長野の製粉事業の起源は，大阪生駒の石切に端を発し，今日まで続いてきたものて古

る.

帰途，同社の倉庫も見学した.世界各地から多様な目的のために流通する天産品の包装に接し，

改めて躍動している業界の生吹きを感じた.午後5時大阪駅前で解散し見学会を終えた.改めて

関係各位， と く に日本粉末薬品側中井氏に深謝したい(jl!瀬清記)

4砂集談会:本年度第 2回集談会は 9月18日(土)13時30分より 16時まで，口本大学理工学部9号

館 (6階)薬学研究室 (962号室)で行なわれた.

演題 1.比較民族薬事論(吉井千代田氏)

2.インドの薬学事情(伊藤和洋氏)
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日本薬史学会々則

第 1条本会は日本薬史学会 TheJapanese 任期は 2カ年とし重任することを認

Society of History of Pharmacy める.

と名付ける. 1. 会長は総会で会員の互選によっ

第 2条本会は薬学，薬業に関する歴史の調 て選び，本会を代表し会務を総

査研究を行い，薬学の進歩発達に寄 理する.

与することを目的とする. 2. 幹事は総会で会員の互選によっ

第3条本会の目的を達成するために次の事 て選び，会長を補佐して会務を

業を行う . 担当する.

1. 総会(毎年日本薬学会の年会の 3. 幹事中若干名を常任幹事と し，

時に行う ). 日常の会務および緊急事項の処

2. 例会(研究発表会，集談会) 理ならびに経理事務を担当す

3. 講演会，シンポジウム，ゼミナ る.

ール，その他. 4. 評議員は会長の推薦による.

4. 機関誌「薬史学雑誌」の発行， 第 7条本会に事務担当者若干名をおく.運

当分の間年2固とする. 営委員会は会長これを委嘱し， 常任

5. 資料の収集，資料目録の作製. 幹事の指示を受けて日 常の事務をと

6. 薬史学教育の指導ならびに普 る.

及. 第 8条本会の事業目的を達成するため別に

7. その他必要と認める事業. 臨時委員を委嘱することができる.

第4条本会の事業目的に賛成し，その目的 第 9条本会は会長の承認により支部又は部

の達成に協力しようとする人をもっ 会を設けることができる.

て会員とする. 第10条本会の会則を改正するには総会で出

第5条本会の会員は会費として年額 3，000 席者の過半数以上の決議によるもの

円を前納しなければならない.但し とする.

学生は年額 1，500円とする. 賛助会 第11条本会の年度は暦年 (1月より 12月ま

員は本会の事業を協賛する人または で)とする.

団体とする. 賛助会員は年額15，000 第12条本会の事務所は東京都千代田区神田

円とする. 駿河台日本大学理工学部薬学科内に

第 6条本会に次の役員をおく.会長 1名. おく.

幹事若干名，評議員若干名，役員の

編集幹事:長沢元夫，川 瀬 清

昭和57年(1982)12月25日 印 刷 昭和57年12月30日 発 行

編集兼発行人 :東京都千代田区神田駿河台 1-8

日本大学理工学部薬学科内

日本薬史学会

滝戸道夫

印 刷 所東京都文京区後楽 2-21-8 サソコー印刷株式会社
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滋養強壮生薬製剤

滋談鰍滋適応症撚鰍濃淡

次の場合の滋養強壮:

肉体疲労・血色不良

冷え症・胃腸虚弱

食欲不振・病中病後

虚弱体質

ゆ工又工又製薬株式会社
東京都中央区日本橋浜町2-12-4 




